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○議事日程（第２号） 

  平成24年12月13日  午前10時開議 

 日程第１ 

  議案一括上程（議案第63号から議案第74号まで） 

 日程第２ 

  町政一般質問 

   ６番 藤 井 良 信 

   ８番 北 川 悦 子 

   ２番 中 島 利 美 

   ９番 能 村 憲 治 

   ７番 恩 道 正 博 

   11番 水 口 裕 子 

   10番 清 水 文 雄 

   ３番 酒 本 昌 博 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【夷藤満君】 皆様、おはようござい

ます。 

 早朝より本会議の傍聴にお越しをいただき、

ありがとうございます。 

 ただいまの出席議員は、16名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【夷藤満君】 本日の会議に説明のた

め出席している者は、11日の会議に配付の説

明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【夷藤満君】 日程第１、議案第63号

専決処分の承認を求めることについて〔平成

24年度内灘町一般会計補正予算（第３号）〕

から議案第74号内灘町サイクリングターミナ

ルの指定管理者の指定についてまでの12議案

を一括して議題といたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○質疑の省略 

○議長【夷藤満君】 各議案に対する提案理

由の説明は、既に聴取しております。 

 なお、提出議案に対する質疑については、

昨日までに質疑の通告がありませんでしたの

で、質疑なしとして質疑を省略いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案等の委員会付託 

○議長【夷藤満君】 お諮りいたします。た

だいま議題となっております議案第63号専決

処分の承認を求めることについて〔平成24年

度内灘町一般会計補正予算（第３号）〕から

議案第74号内灘町サイクリングターミナルの

指定管理者の指定についてまでの12議案につ

いては、お手元に配付いたしてあります議案

付託表のとおり所管の各常任委員会に付託い

たしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、各議案は議案付託表のとおり所管の

各常任委員会に付託することに決定いたしま

した。 

 次に、今期定例会までに受理しました請願

第15号妊婦健診とヒブ・小児用肺炎球菌・子

宮頸がん予防３ワクチンへの2012年度と同水
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準の公費助成を国に求める意見書提出の請願

については、お手元に配付の請願・陳情文書

表のとおり、所管の文教福祉常任委員会に付

託いたしたいと思いますので審査願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【夷藤満君】 日程第２、これより町

政に対する一般質問を行います。 

 質問時間は１人30分以内ですので、時間内

にまとめるようお願いいたします。 

 また、傍聴の皆様には、議員が質問してい

る際は静粙にしていただき、立ち歩いたり退

席しないようお願い申し上げます。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ６番、藤井良信議員。 

   〔６番 藤井良信君 登壇〕 

○６番【藤井良信君】 皆さん、おはようご

ざいます。 

 議席６番、公明党、藤井良信。 

 平成24年第４回内灘町議会定例会におきま

して一般質問を行います。一問一答方式です。 

 まず、さきの通常国会で子ども・子育て関

連３法が成立しました。社会保障と税の一体

改革の重要な柱の一つとして、保育所、幼稚

園、認定こども園の拡充など子育て環境の充

实を図ることを目的として、三党合意の中で、

特に公明党の強い主張で法案が实現しました。 

 そして、この子ども・子育て３法の趣旨で

は、幼児期の学校教育や保育、また地域の子

供、子育て支援を総合的に推進することにな

ります。 

 その主な３つのポイントからは、１つ目と

して認定こども園制度の拡充、２つ目として

認定こども園や幼稚園、保育所を通じた共通

給付及び地域型保育給付の創設、３つ目とし

て地域の子供、子育て支援の充实です。また、

この新制度が本格的に動き出すのは、早けれ

ば平成27年ですが、消費税率８％引き上げに

当たる平成26年度から本格施行までの１年間

は、保育の需要増大に対応するため新制度の

一部を先取りして保育緊急確保事業が实施さ

れることになります。そして、この制度の運

用からは自治体が重要な役目を担い、町では

柔軟な対応が求められます。国の動向を見き

わめつつ、できる限り速やかに新制度を導入

できるよう万全の準備をしていく必要がある

かと思います。 

 また、国においては、平成25年４月に子ど

も・子育て会議が設置されますが、その委員

メンバーとしては子育て当事者や子育て支援

当事者なども想定されます。そして、市町村

におきましての地方版子ども・子育て会議の

設置については、子ども・子育て支援法第77

条の中で努力義務となっているとお聞きして

いるところですが、そこでお伺いします。 

 本町が子育てナンバーワンの町として子育

て家庭のニーズがより一層反映できるよう、

ここは地方版子ども・子育て会議の設置が望

まれるところですが、町のお考えはどうでし

ょうか。お示しください。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 藤井議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 今ほども質問ありました地方版子ども・子

育て会議の設置についてでお答えしたいと思

います。 

 私は、さきの提案理由の説明の中でも申し

上げましたが、町長就任以来、子育て支援を

最重要課題の一つと捉えまして、保護者の皆

様の多様な保育ニーズに応えるために子育て

支援策を積極的に展開してきたところでござ

います。 

 また、小中学校の児童生徒が安全に学べる

環境を整えるために、県内でいち早く学校施

設の耐震化を实現し、そして子供が心身とも

に健やかに育つための環境づくりに果敢に取

り組んできたところでもございます。 

 さらに、全ての子供が幸せに暮らせるまち

づくりを進めることを目的といたしました内
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灘町子どもの権利条例を制定するなど、ハー

ド、ソフト両面で子育て環境ナンバーワンの

町をつくるため、議員各位と町民のご理解を

いただきながら各種の子供の施策を進めてま

いったところでございます。 

 今般、議員おっしゃいましたように、国の

ほうで子ども・子育て関連３法が、公明党の

皆さんのご尽力もあって成立をいたしたとこ

ろでございます。この法律によりまして、市

町村が实施主体となりまして、その地域のニ

ーズに基づきまして、従来の関係省庁の枠組

みを超えた子育て支援計画を策定をいたしま

して、また給付や事業を实施することに相な

ったところでございます。 

 今後、新制度の中で新たに展開される国の

施策との整合性に留意をしながら、子育て環

境ナンバーワンの町を標榜して、この新制度

に移行してまいりたいということであります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 具体的に子ども・子

育て会議を立ち上げるというようなところま

では進んではいないというようなことになる

かと思いますけれども。 

 次に、今回の子ども・子育て支援法の制定

によりまして、全ての自治体が事業計画を策

定しなければならないことになっております。

事業計画は５年とのことですが、この事業計

画の策定に当たっては、国の基本方針に基づ

き、子育て家庭の状況をしっかりと調査し把

握することが求められます。そして、平成27

年度からの本格施行に向けたこの事業計画を

平成26年度の半ばごろまでに策定するには、

平成25年度予算において事業計画策定に向け

たニーズ調査のための予算の計上も必要にな

ってくるわけでございます。 

 この点から、町ではどのようにお考えでし

ょうか、お示しください。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 議員お尋ねの

ニーズ調査について、私のほうから。 

 ニーズ調査でございますが、議員ご指摘の

とおり、この制度が平成27年度本格施行とな

ると、事業計画策定に向けたニーズ調査を平

成25年度に实施しなければなりません。 

 国の説明では、ニーズ調査について詳細な

調査事項などは、議員も触れられました平成

25年４月に設置する国の子ども・子育て会議

の議論の上で示すということでございます。 

 そして、現在のところ国の指導内容は、こ

のたびのニーズ調査に関する予算は、平成21

年度に实施いたしました次世代育成支援地域

行動計画後期計画時の調査費用を参考にすべ

きとのことでございます。こういったことか

ら、町といたしましては、その指導に沿った

予算計上を考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 今回、３党協議の中

で、子ども・子育て支援法ということで平成

27年度からは約１兆円の予算を予定しておる

わけでございます。ですから早目の対策をお

願いしたいということで、私のほうとしては、

質問を具体的に準備ということから早目の予

定をお願いしたいということでございますの

で、平成21年度の予定に合わせるということ

ではなく、先を見据えた取り組みをぜひとも

お願いしたいと、このように思うわけでござ

います。 

 また、この新制度移行に当たりまして、事

業計画の策定とか関係部局の連携のもとで、

恐らく膨大な準備が必要となってくるわけで

ございます。新たな制度への円滑な移行のた

めには、今ほども申し上げましたように、本

町においても速やかや準備組織を立ち上げて

新制度を一元的に管轄できる体制を準備する

必要があるというふうに思っているわけでご

ざいますが、こういった準備組織、この点は

いかがお考えでしょうか。 
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○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 今お尋ねの新

制度のための組織の設置でございますけれど

も、事業計画や条例の策定を初め、今後、関

係部署の連携のもとで多くの施行準備事務が

考えられます。また、国の説明でも、市町村

においては必要な準備組織の設置に努めるよ

うにということの指導もございました。 

 したがいまして、議員ご指摘の新制度への

円滑な移行のためにも、現在は部署横断の組

織づくり、それからプロジェクトチームの設

置などの検討を既にしております。今後は国

の動向を注視しながら、準備事務に遺漏のな

いよう努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 後手後手にならない

ようにお願いしたいと思います。 

 それでは、利用者の中には具体的にどのよ

うな制度となるのかというような声も今ぼつ

ぼつ寄せられてきているわけでございます。

そういった意味では、25年度早目の、例えば

子育てコーディネーターの人員配置による地

域子育て支援サービスの情報提供とか相談窓

口なども開設されるべきではないかと思うわ

けでございますが、この辺はどうなんでしょ

うか、お答えください。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 議員ご質問の

利用者への情報提供や相談体制につきまして

は、対外的な窓口の一本化を図り、的確な説

明ができる体制づくりを考えております。そ

の上で、ご指摘のような必要な体制の構築に

向けて具体的な検討を行っていきたいという

ふうに考えております。 

 いずれにいたしましても、先ほど町長から

お答え申し上げましたとおり、子育て支援に

関しましては従来同様しっかりと取り組んで

まいりたいというふうに考えております。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 次の質問に移ります。 

 介護保険制度の改善についてでございます。 

 人口に占める高齢者の割合が年々増加する

中、介護保険サービスの受給者の数も制度創

設の12年前とは約2.2倍にふえており、介護保

険を取り巻く情勢も年々変化している状況で

す。そして、ことし４月には介護報酬が改定

され、各地域では新たな計画がスタートもし

たところでございます。 

 そこで、最近、制度上の改善について多く

寄せられる現場からの声の一つといたしまし

て、福祉用具購入費いわゆるポータブルトイ

レとか入浴用椅子などの補助について、これ

までの償還払いということではなく受領委任

払いを選択できるように改善をしてほしいと

いう要望が聞かれております。 

 そこでお伺いをいたしますけれども、一定

の要件を満たせば、利用者が自己負担分の１

割分のみを事業者に支払えば、残額は自治体

から事業者へ支払われることの受領委任払い

制度の導入ついては町ではどのようにお考え

でしょうか。償還払いとの選択制を採用して

いる自治体もだんだんふえてきていることで

ございます。利用者への負担軽減のためにも、

ここは町でのこの制度導入を望みたいと思い

ますが、お答えください。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 藤井議員さんの福

祉用具購入費に係る受領委任払い制度の導入

についてということであります。 

 この制度につきましては、ご承知のとおり、

住宅改修や福祉用具の購入の際に、利用者本

人が行う保険給付費の請求や受領に関する申

請手続などを事業者に委任するという制度で

ございます。現在、本町におきましては、住

宅改修に係る受領委任払い制度を平成16年の
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４月から实際に導入しているところでござい

ます。 

 一方、入浴用シャワーベンチなど福祉用具

の購入につきましては、これまで１件当たり

の購入価格が比較的低額であるということか

ら、制度的には償還払い方式を原則としてき

たところでございます。 

 議員ご提案のとおり、受領委任払い制度は、

利用者が自己負担の１割のみを事業者に支払

い、保険者である町が事業者に保険給付費分

の９割を支払うということになりますので、

利用者の一時的な経済的負担の軽減が図れる

ほか、利用者の申請に要する手間が省けると

いうメリットがあるということでございます。 

 このようなことから、町といたしましては、

今後、事業者との協議や運用規定の整備が必

要でありますが、ぜひ利用者の負担軽減等を

考慮しまして早急に制度導入に向け検討して

まいりたいと思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 ありがとうございま

す。 

 次の質問に移ります。 

 レアメタルなど回収リサイクルの取り組み

からお伺いをします。 

 携帯電話やデジタルカメラなど、使用済み

小型家電に含まれるアルミニウム、貴金属、

レアメタルなどの回収を進める小型家電リサ

イクル法が、このたび、公明党の主導により

ことしの８月に成立し、明年４月からの施行

となります。 

 この新制度では、消費者や事業者に負担や

義務を課すことのこれまでのリサイクル法と

は異なり、自治体とリサイクル事業者が柔軟

に連携して、地域の实態に合わせた形でリサ

イクルを推進するということとなりました。 

 市町村が使用済み小型家電を回収し、国の

認定を受けた業者が引き取ってレアメタルな

どを取り出すことのリサイクル制度の創設と

いうことでございます。そして、この新制度

導入は市町村の任意となっておりますけれど

も、回収業務の中心的役割を担う自治体がど

れだけ多く参加できるかがこのリサイクル推

進の鍵となっております。 

 既に関係部局では、このリサイクル法の法

律趣旨及び詳しい制度内容につきましては熟

知をいただいていることと思いますので、こ

こでお伺いをします。 

 町のさらなる循環社会への構築に向けて小

型家電リサイクル法のシステム導入を、ここ

は望むところでございます。町のお考えはど

うでしょうか。お示しください。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 小型家電につ

いてのご質問でございます。 

 議員ご指摘のとおり、本年８月に、使用済

小型電子機器等の再資源化の促進に関する法

律、いわゆる小型家電リサイクル法が成立い

たしました。来年４月から施行される予定と

なっております。この法律は、都市鉱山とも

言われる小型家電に含まれるレアメタルなど

の金属資源を回収するとともに、適正なリサ

イクルを行っていくことにより資源の有効な

利用を確保するということを目的としており

ます。 

 現在、河北郡市の１市２町では、広域事務

組合のリサイクルセンターにおきまして収集

されました燃えないごみ、この中から使用済

み小型家電等を選別した上で、これを資源回

収業者に売り渡しいたしました上で再資源化

を図っております。当面は、ピックアップ方

式と呼ばれていますが、この方式を継続して

行っていく予定というふうになっております。

今後は、レアメタルのリサイクルについても

町民の皆様に対する広報活動を強化してまい

りたいと考えています。 

 また今後は、小型家電の対象品目等、本制

度の詳細が国から示され次第、できるだけ多
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くの品目を回収できるよう、収集体制の整備

につきまして財政負担面も含めまして河北郡

市広域事務組合と協議してまいりたいと考え

ておりますのでご理解ください。よろしくお

願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 河北郡市リサイクル

センターという、今現状あるということでご

ざいますけれども、今回そういう趣旨ではな

いんですね。 

 自治体が、いわゆる市町村が使用済み小型

家電を回収し、国の認定を受けた業者が引き

取って、そういう都市鉱山と言われるレアメ

タルなどを無駄のないように使いましょうと

いうことでございますので、難しく考えると

いうよりも、例えば町の駐車場のエコリサイ

クルステーションなんかに分別のコンテナな

んか置いて、そして町民へのそういう都市鉱

山の周知を図って集めていただくと。後は指

定された認定業者が取りにくると、こういう

ことなんですよ。ですから余り難しく考えま

すとどうのこうのということになってしまい

ますので、そんなに費用もかからないわけで

ございます。 

 また、広報とかそういった諸費用について

は国の補助制度というのもあるわけでござい

ますので、今お聞きしたことで結構でござい

ますが、もっと前向きに取り組んでいただき

たいと、このように思うわけでございます。 

 次に、学校のＩＣＴ教育事業の継続と新年

度の予算拡充についてお伺いをします。 

 国の学校教育における情報化推進とのこと

から、そのプロジェクト推進校として大根布

小学校が全国の小学校10校のうちの１校に選

ばれ、３年前より取り組みが实施されてきま

した。 

 まず、当初からの实証期間３年を振り返っ

て、学校現場からのその取り組み成果として

はどのようにまとめられますか。お示しくだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 長丸信也教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 藤井議員のご質

問にお答えします。 

 平成22年度より取り組んでおります大根布

小学校のフューチャースクールは、ことし实

証期間の最終年を迎え、活発な研究授業や協

議会が開催されております。成果報告につき

ましては、事業終了後に地域協議会において

まとめられることとなっております。 

 これまでの様子では、導入当初は機械の操

作になれるのに時間がかかり、教師の習熟を

図るために何度も研修を受けるなど、正規の

授業以外に時間をとられる煩雑な準備が必要

な状況でありました。 

 しかし、３年目のことしは顕著にその成果

があらわれてきており、授業では学習意欲や

集中力の高まりが見られるようになったこと、

また、多様な機能を活用することにより児童

みずからが資料作成やさまざまな表現方法に

挑戦し、人前で発表する能力が身についてき

たことなどの報告を受けております。 

 また、教師からは、学習指導の準備が効率

化し、クラス全員のノートを一元把握できる

ので個別指導がやりやすくなったなどのメリ

ットが聞かれ、多くの成果が上がっているこ

とを確認しております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 また、父兄の方々か

らは、子供たちが興味深く喜んで使っている

という感謝の声も聞いているところでござい

ます。 

 そこで、平成25年度以降もタブレットパソ

コンを活用したＩＣＴ教育の推進ということ

を望むところでございますが、補助教員の配

置やシステム維持管理の費用など新年度の予

算計上はどのようにお考えでしょうか、お示

しください。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 
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   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 藤井議員のご質

問にお答えします。 

 国の事業仕分けによりフューチャースクー

ル事業は来年度以降の存続は打ち切られ、総

務省は今後予算計上を行わないとしておりま

す。文部科学省においても現段階での明確な

予算化は難しいという方針を伝えてきており

ます。 

 町では、国の補助を得ながら、来年度以降、

町内の各校の高学年に順次配備をする予定を

しておりましたが、このような状況の中で町

において情報教育の環境整備を図ることは現

段階では厳しい状況となっております。 

 このような状況のもと、何とか事業を進展

できないか模索していたところ、これからの

情報教育を見越して全国で30校程度を選定し、

实証校として研究を進めたいと考えている民

間事業者がいるという情報を得ることができ

ました。内容は、１校で40台程度のタブレッ

トパソコンを配備し研究成果を報告するとい

うもので、事業終了後には機器が無償譲渡さ

れます。 

 町といたしましては、学校間の情報格差解

消が喫緊の課題であることから、向粟崎、鶴

ケ丘、西荒屋の３校での申し込みをしており

ましたが、一昨日、３校とも内定の連絡を受

け、今後の事業展開のはずみになるものと期

待しております。これもフューチャースクー

ル事業での实績を認められてのことと考えて

おります。 

 町といたしましては、国がスタートさせた

情報教育について、これまでの成果を大いに

アピールしながら、引き続き粘り強く国の支

援を求めていきたいと考えています。今後も

できる限り費用の低減化を図りながら、町内

全校でＩＣＴ教育が進められるよう関係機関

に働きかけを強めてまいりたいと考えており

ます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 今、３年たったとい

うことで打ち切られるというよりも、これは

政権がかわってしまったものですから、当初、

それと引き続き全国的なＩＣＴ教育を推進し

ていきましょうと、そういった予算もつけま

しょうというようなことだったわけでござい

ますので、政権がかわってしまったものです

からこういうことになってしまっているとい

うことでございます。そこは町のＩＣＴに対

する取り組み、今お聞きいたしました前向き

な取り組みに感謝をしたいと、このように思

っております。 

 次に、文化、芸術、芸能の推進についてお

伺いします。 

 心豊かな国民生活及び活力ある地域社会の

实現を目指すとのことから、劇場、音楽堂な

どの活性化に関する法律がことし６月に施行

されました。 

 固定席数300席以上を有する劇場や音楽堂

の施設は今全国で約2,000施設以上あるとの

ことですが、その設置者は全体の９割以上が

地方自治体となっております。ところが、こ

れらの文化施設の稼働率は全国平均で57.9％

と半分強の割合で、文化施設としての機能が

十分に発揮されていないことが明らかとなっ

ております。 

 施設の使い道が企画から制作までの全てを

行う自主公演よりも貸館公演が中心となって

いることや、实演芸術団体の活動拠点が大都

市圏に集中していること、そして地方では多

彩な实演芸術に触れる機会が尐ないことなど

が取り組みへの課題として挙げられておりま

す。 

 そして、この法律では、劇場や音楽ホール

などを「文化芸術を継承し、創造し、及び発

信する場」と位置づけ、自主公演に積極的な

取り組みを進めるよう明記しております。個

人を含めた社会全体が文化、芸術の担い手で

あることを国民に広く認識されるよう、国及

び地方公共団体、教育機関が劇場運営者や活
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動団体及び芸術家などと相互に連携協力して

取り組んでいくことが記されております。 

 そこでお伺いしますが、この法律が示す文

化、芸術振興のさらなる推進をとのことから、

今後の活力ある展開について町ではどのよう

にお考えでしょうか。また、具体的に何か新

しい計画があればお示しください。 

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 藤井議員の文化、

芸術、芸能の推進についてのお尋ねにお答え

をいたします。 

 本年６月に施行されました劇場、音楽堂等

の活性化に関する法律は、ご質問の中にもご

ざいましたが、劇場、音楽堂等の活性化を図

ることにより多彩な实演芸術に触れる機会を

つくり、無形の文化遺産である实演芸術を守

り育てることなどを目的としたものでござい

ます。この法律では、文化会館等を所有する

地方公共団体に対しては、自主的、自発的に

劇場、音楽堂等を積極的に活用するよう努め

るということを規定されておる、そういう努

力義務が課されているわけでございます。 

 本年度、内灘町の文化会館で行われた文化、

芸術、芸能等の实演芸術の公演は、石川の太

鼓や民謡まつり等13公演が行われております。

そのうち自主事業としては、内灘砂丘フェス

ティバルを初め、小学校の演劇鑑賞や中学校

のアンサンブル金沢によるスクールコンサー

ト等、幾つかの公演を行っているところでご

ざいます。 

 およそ演劇とか音楽といったそういういわ

ゆる实演芸術は、人々に感動と希望をもたら

し、人々の創造性を育み、人々がともに生き

るきずなを形成するなど、地域の文化を創造

する上で大きな役割を果たすものでございま

す。そのことは、本年１月に行われた町制施

行50周年記念式の折に、本町の小学生たちが

みずから詩をつくり、みずからが歌った、あ

の感動的な町民愛唱歌での様子が如实に教え

てくれることは記憶に新しいところでござい

ます。 

 内灘町は、かつて北陸の宝塚と呼ばれた粟

崎遊園で、まさに今般の法律で言うところの

实演芸術の花を咲かせた、そんな輝かしい光

彩を放った歴史を誇る町でございます。今後、

この法律が提唱するところのさらなる实演芸

能の公演の拡充を図ることにつきましては、

本町の持つ实演芸術の歴史も踏まえ、例えば

日本芸術文化振興会等の公演助成制度、そう

いったものを活用するなどの方策を駆使しな

がら今後努力してまいりたいと、そのように

考えております。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 ありがとうございま

す。 

 文化庁では今年度、劇場・音楽堂からの創

造発信事業が实施されておるという教育長か

らのお話でございました。また、そこでは地

域住民や芸術関係者とともに、音楽、舞踊、

演劇など舞台芸術の制作や教育及び人材交流

を支援していくということのようでございま

す。 

 また、先月、小松市で開催されたこまつ歌

舞伎未来塾の合同発表会では、能、長唄、義

太夫、歌舞伎など、大人から子供たちへの口

承による伝統芸能育成に深く感じてきたとこ

ろでございます。 

 ただ、小松市ばかりが歌舞伎ではございま

せん。内灘町においても、今ほど教育長おっ

しゃられましたように、粟崎遊園、尐女歌劇

団などを新しい形で再興していくことなど、

歴史に端を発するオリジナル創作舞台なども

企画し、文化、芸能の町内灘を、また新幹線

開業に向けても観光発信できるような気がす

るわけでございます。また、これまでの小中

学校における音楽活動とのコラボということ

も考えられます。 

 さらにそういったところにスポットを当て

て、教育長からの今ほどのお考えにもありま
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したように、創作発信の取り組みに期待をし

ていると強く申し上げたいと思います。 

 次に、子供たちへの歌舞伎観劇との提案か

らお伺いします。 

 そこで、今なぜ歌舞伎なのか。今月５日に

古典から現代物まで幅広い芸域で知られた18

代目中村勘三郎さんが亡くなられたとの報道

もあったばかりでございます。 

 この大衆芸能として生まれた日本の歌舞伎

レベルは非常に高く、世界の演劇人からは歌

舞伎の持っている芸術性が高く評価されてい

るところでございます。世界遺産には演劇で

唯一歌舞伎が登録されており、その芸術性を

証明するエピソードとしては、イギリスのシ

ェイクスピアを演じるには歌舞伎で訓練を受

けた役者が最適であるとも言われております。 

 しかしながら、今の日本人で本格的な歌舞

伎を観劇したことのある人は生涯を通じて

５％にも満たないとも言われ、日本の大衆芸

能の原点である歌舞伎が日本の価値ある伝統

文化として広く国民に知らされていない現状

があります。日本人でありながら、一生を通

じて一回も歌舞伎を見ないまま人生を終えて

しまうという寂しい現实があるわけでござい

ます。 

 国では2001年に、公明党が中心となって芸

術文化振興基本法が成立したことにより、歌

舞伎が完全に自由化できたのは、その後、平

成17年ごろからと聞いております。これまで

の高額な家柄歌舞伎ではなく、誰でも出演で

き、女性も出演できるという歌舞伎本来の姿

としての歌舞伎が開放されたとのことでござ

います。 

 そこで、ＮＰＯ法人日本伝統芸能振興会か

らは、国立俳優養成所で訓練を受け、経験を

積んだ歌舞伎役者による低料金での歌舞伎鑑

賞会「出前歌舞伎」の企画書が町へ提出され

ているところでございます。子供たちが日本

の伝統文化に直接触れることで日本文化を底

辺から拡大し、また、これまでの洋楽からも

ともと日本人の気質に備わっている邦楽への

目覚めとのことからも、グローバル時代にお

ける国際人としての情操教育過程の一環とし

て、早い時期からの小学校での歌舞伎鑑賞会

の体験は大事であると思いますが、町のお考

えはどうでしょうか、お示しください。 

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 藤井議員のただい

まのご質問にお答えをいたします。 

 今ほど藤井議員のご質問にもございました

けれども、日本が世界に誇る芸術文化の一つ

である歌舞伎というものに子供たちが触れる

ということは、日本人としてのアイデンティ

ティを育む上でも、また感受性豊かな子供の

豊かな感性を育む上でも大変有意義なもので

あると、そのように考えております。 

 先ほども申し上げましたけれども、現在、

本町の小中学生は毎年演劇であるとかオーケ

ストラのコンサート、そういった芸術に触れ

る機会をつくっております。今後も成長過程

で多感な小中学生には、文化、芸術、芸能に

触れる機会を継続して提供していきたいと考

えておりますが、議員ご提案の歌舞伎につき

ましても、今後、古典芸能に触れることを目

的としたさまざまな助成制度を活用いたしま

して实施できないか積極的に検討していきた

いと、そのように考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 子供たちへの歌舞伎

観劇について、今ほどは教育長から前向きに

取り組みたいということでございます。 

 また、そういった歌舞伎観劇ということの、

心の教育という観点から再度お伺いしたいと

思います。 

 学校で習ったことを全て忘れ去った後、最

後に残ったものが教育であるとおっしゃった

のは、たしかアインシュタインの言葉であっ

たかと思います。同じように、日本では昔か
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ら「蔵の宝より身の宝、身の宝より心の宝、

第一なり」との言葉は有名でございます。 

 心の宝が第一であるとのことからの子供た

ちへの心の教育のためには、わずかの蔵の宝、

つまりわずかな町の財源を惜しんではならな

いとの戒めの言葉であると私は感じていると

ころでございますが。 

 ここで、町長、どうですか、一つお伺いし

たいと思いますが、子供たちへの出前歌舞伎

について、町長の思い、子供たちへの思いな

んかありましたらお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 藤井議員の出前歌

舞伎についてどうですかという話であります

が、子供たちがいろんな文化と触れる、芸能

と触れるということはすばらしいことであり

ますから機会があればそんなこともいいので

はないかということでありますので、ぜひ担

当とも相談しながら進めていければと、こん

なふうに思っているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 最後に、今定例会、

町長からの提案理由説明での新たな課題の中

からお伺いします。 

 ほのぼの湯の建てかえについてでございま

す。 

 その中で町長は「タウンミーティングでの

ご意見やこれまでの議会の皆様との議論、ま

た利用者の皆様の声を総合的に判断し、現在

地に隣接する東側で建てかえることとし、具

体的な建築計画を早急に取りまとめたいと考

えている」とお示しになられました。議会と

しても、町民福祉の充实とのことから建築計

画の早急な取りまとめをこれまでの議論の中

で願ってきたところでございます。 

 翻って、特に今回お示しになられた現在地

に隣接する東側で建てかえることとするとの

ほのぼの湯建てかえ場所議会町議会での意思

決定におきましては、町の最高意思決定機関

とも言える議会への説明がなかったことや、

町から議会へ理解を求める姿勢が見られない

ままでの意思決定であります。 

 この点から、どのような経緯でそうなった

のか。また、議会から説明責任は問われるこ

とはないのか、町長のお考えをお示しくださ

い。 

 あわせまして、隣接する東側とのことです

が、東側のどの位置関係にあり、どれくらい

のスペース、規模を想定しているのか。その

ようなことも総務産業建設常任委員会へは執

行部からの報告がされていないと聞いている

ところですが、その点、ここで明らかにして

ください。 

 以上３つの点からお答えください。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 藤井議員の提案理

由の中でのほのぼの湯の建てかえについてと

いうことでご質問ありました。 

 ほのぼの湯の建てかえにつきましては、さ

きの提案理由の説明の中でも申し上げました

とおり、タウンミーティングでの意見やこれ

まで議会の皆様との議論、さらには利用者の

皆様の声を総合的に判断をし、現在地に隣接

する東側で建築計画を早急に取りまとめたい

と、このように判断したところでございます。 

 現在の福祉センターの場所は観光・レクリ

エーションゾーンといたしまして位置づけて、

民間ホテルの建設のために地区計画制度の手

法を用いました開発許可の基準をクリアすべ

く、現在、県と協議をしているところでござ

います。これが今、藤井議員が質問された１

点目であります。 

 そして２点目、議会から説明責任を問われ

ることはないのか。町長のお考えをというこ

とでございますので。 

 ２点目につきましては、平成24年、ことし

の９月12日の環境開発対策特別委員会におき

まして、現在の東側で検討をしたいと、この
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ようなことを申し上げたということでござい

ます。 

 それから３番目でありますが、隣接する東

側とのことですが、東側のどの位置に関係あ

り、どのくらいのスペース、規模を想定して

いるのかという話でありました。 

 現在、県と協議しているところであります

が、計画案ができましたら所管の委員会にお

示しするということで思っています。そして

しっかりとした議論をお願いしたいと、この

ように思っているところでございます。 

 町民が集うほのぼの湯でありますので、町

民福祉の面からも休館せずに、なるべく短い

期間に、休館せずに利用できるよう考えまし

て、建築場所につきましては、白山連峰、立

山連峰が眺望できるすばらしいロケーション、

さらには河北潟や金沢の夜景が楽しめる現在

のほのぼの湯の隣接地東側、つまり幹８号宮

坂西荒屋線道路の東側で建設するのが最良で

はないかと、このように考えた次第でありま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 ９月の環境対策特別

委員会であったかと思います。議員のほうか

ら東側の方面も一案としてあるんではないか

というようなことであったかと思います。そ

ういった中で、行政としてはそれも検討した

いと。今ほど町長がおっしゃられたとおりで

ございます。 

 検討したいということで、その後検討した

結果どうなったのかというようなことは、や

はり今ほど申し上げましたように、決定する

前におきまして、意思決定する前において、

議会にこういうことになりましたがどうでし

ょうかというような意思表示は当然あってし

かるべきであります。 

 また、こういったことも心に残るところで

ございますけれども、以上の点から、今回、

私の質問終わりにしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川悦子議員。 

   〔８番 北川悦子君 登壇〕 

○８番【北川悦子君】 議席番号８番、日本

共産党、北川悦子です。 

 先週の土曜日、町立の鶴ケ丘保育所最後の

表現会に行ってきました。夢にあふれ、楽し

い表現会でありました。 

 生涯学習課のジェームスさんがクリスマス

の話をしてくれました。そして、子供たちに

どんなプレゼントが欲しいかと尋ねました。

皆さん「ゲームが欲しい」とか「リカちゃん

の家が欲しい」とかいろんな元気な声が飛び

交っていました。その中で、最後にジェーム

スさんは、ジェームスさんの欲しいプレゼン

トは「平和だ」というふうに言われました。 

 ちょうどきのう北陸中日新聞を見ていまし

たら、「九条を選ぶ」というシリーズで書か

れた記事がありました。ちょっと読まさせて

いただきます。 

 「衆議院選が終盤に差しかかる中、憲法９

条の改定を公約に掲げる自民党の優勢が伝え

られる。平和国家として歩んできた国の形を

根本から変えてしまう問題にもかかわらず、

選挙戦では大きな議論になっていない背景に

は、民主を含め、与野党を問わずに広がる改

憲への容認論がある。事实上、９条の選択を

迫られる投票日を前に、自衛隊が海外派遣さ

れたイラク戦争の事例を踏まえ、元米兵や識

者の言葉から９条の重みを再考する」という

中で、元米兵のウールソンさんの言葉の中に

「戦争の真实を知ったからこそ、憲法９条の

価値がわかった」というようなことが載せら

れています。 

 もう尐し詳しく言いますと、９年近くに及

んだイラク戦争。この中で米兵の死者は4,500

人、イラク人の死者は10万人以上とされてい

ます。一方、サマワには２年半で計5,500人の

自衛隊員が派遣されましたけれども、戦死者

はゼロ。イラク人の命を奪うこともありませ
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んでした。 

 ところが、米国と同盟関係にある英国軍は

集団的自衛権を行使する形で開戦当初からイ

ラクへの軍事行動に参加し、200人近い犠牲者

を出してきました。そのことからも、日本の

若者は９条に守られているということをもっ

と自覚したほうがよいというようなことが書

かれておりました。 

 日本共産党はことしで90年の歴史を持ち、

戦前の暗黒政治、また侵略戦争に命がけで反

対してきた党でもあり、憲法９条を守り、憲

法の改正に反対している党であることを述べ

まして、質問に入っていきたいと思います。 

 まず第１に、福祉の拡大で安心・安全なま

ちづくりが図れないかと。４点お尋ねしたい

と思います。 

 11月30日、北陸中日新聞の一面に、志賀町

のほうで「母娘孤立死 80歳と障害ある長女

 滞納した電気停止」、こんな見出しで悲し

い記事が報じられていました。54歳の長女は、

体が不自由で一人では生活できなかったとあ

ります。母親が介護をしていたが、心臓の病

気で11月18日に急死し、長女は低体温症で翌

日の11月19日、死亡し、石油のファンヒータ

ーや電気ごたつがありましたが料金滞納のた

め電気がとまり、発見時には冬用の衣類を何

枚も着込んでいたとあります。北陸電力は女

性の同意を得て、11月16日、送電をストップ

したとあります。 

 内灘町でも同じようなことが起きないよう

に、この事件を見ていろんな体制の再確認や

検討をされたのではないでしょうか。このこ

とについてお聞きしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 大徳茂町民生活課長。 

   〔町民生活課長 大徳茂君 登壇〕 

○町民生活課長【大徳茂君】 北川議員のご

質問にお答えをいたします。 

 議員のおっしゃいました他町でお二人の方

が孤立死で亡くなっていたとの報道が新聞に

大きく掲載されていたことは、議員同様、私

のほうも痛ましいことと痛感をいたしており

ます。 

 最近の孤立死の事案として特徴を見ますと、

高齢者のみの世帯、またあるいは障害、単身

だけの世帯と、30代、40代の方が同居してい

る世帯にもかかわらず家族全員が死に至る事

案や、世帯内の生計中心者の急逝により、そ

の援助を受けていた人も死に至る事案が多い

ように見受けられます。 

 町といたしましては、これらの孤立死事案

を未然に防止するためには、適宜適切かつ早

期に地域において支援が必要とする方を把握

する必要がありますけれども、地域、民間、

行政と一体となって取り組んでいかなければ

ならない問題と考えております。 

 生活をする中でライフラインは必要なこと

でありますので、今後、関係機関との協議が

必要と考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 今ほど答弁いただい

たように、地域と行政と民間が一体になって

やっていくということがとても大切だと思い

ます。 

 今言われましたように、ことし１月には、

札幌で姉妹が何度も市役所に足を運んで实情

を訴えたにもかかわらず生活保護申請書すら

渡してもらえず、姉が病死し、その後、妹が

凍死してしまうという事件や、また２月には

埼玉のほうで３名の餓死事件が起き、厚生労

働省のほうからも「地域において支援を必要

とする者の把握及び適切な支援のための方策

等について」という通知を出しています。ま

た、電力会社に対しても、機械的に停止する

のではなく、「福祉部局との連携等に係る協

力について」の届けも出してあります。 

 今回のケースについて北陸電力さんは、

「この通知は知っていたが、志賀町や福祉部

局に報告し、連携する事案ではなかったと考

えていた」と答えています。北陸電力はこの
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家庭の生活实態について情報を持ち合わせて

いません。 

 電気料金の滞納が続き停止を判断するとき

は、行政との情報連絡が必要であるというこ

とがとても大切になってくるかと思いますが、

その辺のところではいかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民生活課長。 

   〔町民生活課長 大徳茂君 登壇〕 

○町民生活課長【大徳茂君】 今のご質問な

んですけれども、現在、地域福祉計画の策定

委員会を行っております。その中で、構成委

員といたしまして、町会代表の方や民生児童

委員の方を初め、福祉関係、教育関係など各

種団体の方からお願いをして構成をしており

ます。委員の皆様は、それぞれの地域福祉の

推進役として重要な役割を担っている方であ

りまして、地域福祉計画の目指す自助、共助

を支える重要な責務にあると考えております。 

 特に民生児童委員におかれましては、住民

の生活实態を把握して、日常生活の不安や孤

独、孤立等を抱えた人たちの立場に立って、

福祉的視点から相談や支援活動を行っており

ます。地域における住民にとって、身近な調

整役としてその役割は大きなものであると考

えております。 

 この福祉計画を推進するためには、その推

進に向けた体制、整備が必要であり、住民、

各種団体、行政などそれぞれの分野で分担を

明確にしながら、パートナーシップによる地

域福祉の推進を図っていきたいと思っており

ます。 

 議員のおっしゃる、先ほどの孤独、孤立死

に対してどのような形で組み込んでいけるの

か、今後も委員の皆様と検討を重ねながら、

この計画が实のあるものになるよう取り組ん

でまいりたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 今ほど、内灘町の地

域福祉計画策定委員会の話がありました。私

もホームページで見させていただきました。

２回ほど開催されています。その中で、今答

弁がありましたように、みんなが暮らしやす

い地域を考え、助け合い、支え合う地域づく

りを目指して、住民福祉関係団体、社会福祉

協議会、行政などがそれぞれの役割の中でお

互いに力を合わせる関係をつくって、自助、

共助、公助を組み合わせた地域ぐるみの福祉

推進計画というふうに記されておりました。 

 厚生労働省のほうも、情報を一元的に受け

とめて、支援を必要なときに結びつける体制

の構築の強化が大切だというふうにも通知さ

れております。 

 そういう中で、福祉計画のところの議事録

を見させていただきましたところ、今ほど民

生委員さんのお話が出てきましたけれども、

アンケートで民生委員の認知度が低いという

ような議事録がありました。意外に思いまし

た。本当に生活实態を把握したり身近な調整

役として、していらっしゃる、そういう中で

民生委員さんの認知度が皆さんの中に姿とし

て映っていないところも数あるのかなと。ひ

とり暮らしの方、高齢者の方たちの中には触

れる機会が多いけれども、そのほかの人たち

の中にはなかなか目に映っていないところも

あるのかなと思いました。 

 それで、ちょっと私、民生委員について調

べてみました。1948年に民生委員法が制定さ

れて、このときはやはり貧困を防いだり、ま

た救ったりと、現在も民生委員の重要な役割

の一つに生活保護事務の執行に協力すると明

確に位置づけられています。2000年には社会

福祉法の改正に伴い、民生委員の地域福祉の

担い手として、保護指導から相談、援助へ改

正されています。 

 民生委員は、都道府県知事の推薦によって

厚生労働大臣から委嘱され、身分的には特別

職の地方公務員というふうにされています。

守秘義務や政治的中立も法定されています。

無償で地域福祉活動を行うボランティアとし
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ての性格も有しています。大変ご苦労されて

いると思います。 

 身近に相談できる住民との連携で情報を把

握し支援できるように、地域福祉計画の中で

もきちっと位置づけてやっていけないかとい

うようなことをお尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民生活課長。 

   〔町民生活課長 大徳茂君 登壇〕 

○町民生活課長【大徳茂君】 議員のおっし

ゃいました、最初に認知度が低いということ

を言われましたけれども、決してそういうこ

とはございません。 

 民生委員は、社会調査としてひとり暮らし

の老人宅への慰問とかいきいきサロンの協力

や、町内会の行事等に参加しましていろんな

相談に応じ助言を行っております。また、地

域の見守りでふだんと違った様子などを迅速

にキャッチしまして関係機関へ通報し、早期

発見や防止に努めたり、活動内容を全部の仕

事をお話しすることができないほど多くの仕

事を持っております。地域に密着した委員さ

んだと私は認識をしております。 

 また、今年度からですけれども、全世帯に

チラシを入れまして、委員さん58人いるんで

すけれども、その方をご紹介をしております。 

 多分、民生委員の認知度が低いのではなく

て、民生委員に頼ることなく家庭や地域で支

え合っているのではないかと私は認識をして

おります。決して認知度が低いわけではあり

ませんので、ご理解をお願いいたします。 

 それに、次の質問の、民生委員は高齢者の

方とお話しするのが多いんですけれども、児

童に関しても同じだと思っています。民生委

員、児童委員というのは、民生委員が昭和21

年にできまして、その後に児童委員が昭和22

年に制定されております。民生委員が児童委

員を担うという形でされておりますので、決

して高齢者だけじゃなく、若いというか、子

供の方のお世話もしております。 

 それに、その中でも主任児童委員というの

がおいでまして、それは今現在58名の中の４

人がいます。その方は各学校関係……。 

○議長【夷藤満君】 質問にないことを答え

んでいいよ。質問にないことを答えんでいい。 

○町民生活課長【大徳茂君】 はい。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 私も民生・児童委員

の方たちが本当に大変なお仕事をしていらっ

しゃるということは存じておりますし、大変

だなということでご苦労されていると思って

おります。 

 しかし、議事録の中にそういうような文言

がありましたので、そういう点でももう尐し

地域の中で孤立することがないように、何か

あったら民生委員さんのところへ、また住民

の方も民生委員さんのところに情報を流して

一元化していくような仕組みづくりをやはり

町としてもつくっていく必要があって、この

福祉計画の中にもそういうようなところも重

点的に入れていただけたらなというふうに思

いますのでよろしくお願いしたいと思います

が、どうでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民生活課長。 

   〔町民生活課長 大徳茂君 登壇〕 

○町民生活課長【大徳茂君】 先ほども申し

上げましたけれども、今現在、地域福祉計画

を策定しております。その中に町会の方やら

民生委員の方やら教育関係、福祉関係の方が

おいでます。その中で委員の皆さんの中で検

討していきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひとも一体化でき

る体制づくりに向けて、こういう悲しい事故

が、後になってこうすればよかったというよ

うなことが起きないように、いろんな一本化

の体制づくりをぜひしていってほしいなと思

います。 

 次の質問に移ります。 
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 高齢や病気等で運転が困難になってきた方

が免許証を返上したときに、交通の便宜を図

る上でコミュニティバスの３カ月定期券をプ

レゼントすることを提案したいと思います。 

 車を運転する者にとって、車のない生活は

大変不便なものです。家族から言われても、

なかなか思い切れないものがあります。町と

して交通安全の観点から、そっと背中を押す

手だてとして３カ月定期券をプレゼントして、

今後コミュニティバスを愛用していただく。

本人にとっても一つのきっかけになるんでは

ないかと思います。 

 他市町村にも免許証を返上した場合の優遇

措置が出ています。答弁を求めたいと思いま

す。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 北川議員の高齢者

の免許証返納についてのご質問に答えたいと

思います。 

 今ほど議員おっしゃったように、近年、高

齢ドライバーが非常にふえているということ

でありますし、高齢者による交通事故の増加

が、逆に言えば懸念されているところでもあ

ります。 

 高齢者の運転免許証の自主返納につきまし

ては、加齢などによりまして判断能力や身体

機能の低下によりまして、今後のご自身の交

通事故防止のためにみずからの意思で免許証

を返納するものであり、本町といたしまして

も何らかの促進のための支援ができないかと

いうことを検討していたところでもございま

した。 

 例えば、運転免許証を返納することにより

外出が不便になることから、今ほど議員がお

っしゃいましたように、本町のコミュニティ

バスの利用券の交付をする。また、運転免許

証は身分証明書でもあったことから、住民基

本台帳カードを交付することなどの支援があ

るというふうに思っているところでございま

す。 

 今後、本町としての高齢者による運転免許

証自主返納制度の实施に向けまして、具体的

内容を取りまとめて高齢者の交通事故防止と

交通安全意識の高揚をぜひ図っていきたいと、

このように思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひとも運転免許証

自主返納制度を検討されて实施していただき

たいと思います。 

 ３点目として、ほのぼの湯の入浴料は障害

者手帳の所持者の１級、２級の方は無料とな

っておりますけれども、３級以下の方たちは

減額もありません。 

 ほのぼの湯は、皆さんご存じのように大変

温まり、足の痛い方たちはよくなったと喜ん

でおられる声を耳にしています。毎日行きた

いが往復200円のコミュニティバスの運賃も

必要です。経済的にも大変だという声も耳に

しています。 

 リハビリも兼ねて、尐しでも体を楽にして

あげたいと思いませんか。手帳３級以下の方

たちにも無料にしていくというような福祉の

拡大はできないか、お尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの質問に

お答えしたいと思います。 

 高齢者の皆さんには、内灘町に在住する65

歳以上70歳未満の方には200円の減免、そして

70歳以上の方には300円の減免をしていると

ころでございます。また、今ほどもお話あり

ましたように、身体障害者手帳１級、２級、

療育手帳や精神障害者保健福祉手帳の保持者

の方には入館料を全額免除をしてご利用いた

だいているところでございます。その対象者

の方には、本人の確認の意味で利用証を交付

しているところでもございます。 

 議員のおっしゃっております身体障害者１、
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２級の方だけでなくて３級以上の方にも免除

をという、そのおっしゃったところでござい

ますが、現在、町では、議会の皆様とともに

ほのぼの湯の建てかえについて、今ほども藤

井議員さんの質疑にもございましたが、そう

した建設場所や建築規模について議論をして

いるところでございますが、その検討過程の

中で今後の施設利用のあり方や、議員の言わ

れる入館料の免除範囲の拡大や減免等を含め

まして前向きに検討していきたいと、このよ

うに思っているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひとも検討してい

ただきたいと思います。 

 手帳３級以下の方たちにとっても、十分に

働けない方たちも多数いらっしゃいます。そ

ういうことを見込んで、やはり利用証の拡大

をぜひとも図っていただくようにお願いをし

たいと思います。 

 ４点目として、各種団体、サークル等が集

える場所がなかなかありません。公民館があ

いていれば使用が可能でありますが、飲食が

できません。他市町には交流センターがあっ

たりしています。 

 以前には、児童館や集える場所が欲しいと

いうような質問をしましたところ、答弁とし

て、保育所の民営化した跡地を考えていると

いう答弁でした。現在耐震もされている福祉

センターの２階の新館は見晴らしもよく、以

前はよく忘年会、新年会で使用されていまし

た。コミュニティバスもとまり、条件のよい

ところであります。 

 先ほども藤井議員の質問にありましたよう

に、ほのぼの湯がどこにできるのかというと

ころは私は現在地でということで思っており

ますが、この場所も現在も貸し館されていま

す。新館のところは貸し館されているところ

であります。使用料がただ高いということで、

半日借りると１万円は超してしまうというと

ころであります。 

 しばらくの間どうなるかというところもあ

りますが、ホールを公民館並みの使用料で貸

すことはできないでしょうか。その点につい

て答弁をお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 北川議員のただい

まの質問にお答えしたいと思います。 

 福祉センター２階の大広間を有効利用でき

ないかということでありました。 

 平成21年３月末で福祉センターにつきまし

ては宿泊業務を廃止をいたしまして、そして

新館２階の貸し館のみということになったわ

けでございます。平成20年度までは多くの皆

さんが利用していたということでありますが、

最近では飲食サービスができなくなったとい

うこともありまして非常に利用数が減ってい

るということもお聞きしているところでござ

います。 

 福祉センターは、今ほどもお話がありまし

た、先ほどのほのぼの湯の移転の関係で今そ

の検討の協議をしているところでございます

が、その話がまとまりますと、わずかな期間

で壊さないかんという、解体しなければなら

ないということでありますので、ある意味で

は利用期間というのが短いわけでありますが、

その期間においてでもご利用される皆さんが

利用しやすいように、今ほど申し上げられま

した料金について検討させていただきたいと、

このように思っているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひとも検討してい

ただいて尐しでも有効活用できるように、内

灘町として、本当に公民館以外に集えるよう

な場所がなかなかないという点もありますの

で、ぜひ有効に多くの人が尐しでも利用でき

るようにしていっていただきたいと思います。 

 次に、命を守る国民健康保険の資格証明書

発行についてお尋ねしたいと思います。 

 石川県社会保障推進協議会が自治体キャラ
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バンをしました。2012年６月12日現在の資料

によりますと、国保の全加入世帯3,707世帯の

うち、国保滞納世帯は572世帯、資格証明書の

交付は41世帯、短期被保険者証の交付は177

世帯となっております。 

 以前と比べまして資格証明書の交付数が多

くなってきたのはなぜでしょうか、お尋ねし

たいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 資格証明書の

発行件数についてのお尋ねでございます。 

 資格証明書につきましては国民健康保険法

に定められておりまして、１年以上の相当の

長期にわたり滞納している被保険者に対して

交付しているというものでございます。平成

19年度は45件、これは時期によっては違いま

すが、そういったデータもございますが、こ

こ数年も数件ずつ減っております。交付いた

しております。 

 なぜふえたかと。私どもではたまたまふえ

たという認識でございますけれども、ふえた

理由といいますか、現在のこの件数の理由で

ございますが、従来から国民健康保険税の滞

納につきましては税務課と担当課が連携をし

て滞納処分に当たっておりました。差し押さ

え等の処分と、それから国保に許されており

ます資格証明書を併用しておったところでご

ざいますが、近年は国保の加入者の税負担の

公平性をより保つためにも、これまでの対応

策を見直しました。その中で、短期保険証の

交付や資格証明書の交付予定の予告通知など

でご本人との接触の機会をより多くしたい、

それを図りたいということできめ細かな納付

指導をしたいということを目的に、近年はき

め細かな対応をしていると。よりきめ細かな

対応をしているというために、一時的にでは

ございますけれどもふえているということで

ございまして、資格証明書につきましては、

現在は35世帯でございます。 

 また、資格証明書の交付につきましては、

その対象者のうち、おのおのの経済状況に応

じて分割納付を履行されている方には短期保

険証を交付しております。また、18歳以下の

方についても交付対象外としております。 

 加えまして、甚大な災害被害に遭った方や

長期にわたる病気やけがの療養中であって国

保税滞納に至る特別の事情がある場合は交付

対象とはいたしておりません。 

 このように個々の状況に応じて交付してい

るわけでございますし、また一旦資格証明書

を交付した後においても納付相談に応じてい

ただける場合、私どもの働きかけによりまし

て納付相談に応じていただけた場合は保険証

を交付するという取り扱いをいたしておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 今ほどの答弁により

ますと、きめ細やかな対応ということで、面

談をして渡していくということでいろんな、

そのご本人さんの体の状況とか生活の状況と

かいろいろ勘案して発行しているということ

であります。 

 ただ、アンケートによりますと面談がなく

ても交付する場合があるというところに丸が

つけられておりましたが、これはどういうこ

とでしょうか。お尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 これは实際の

対応の現場のお話になりますけれども、徴収

担当者は、滞納が始まってからできるだけ早

期に電話による催告や自宅を訪問するなど、

昼夜にわたりまして滞納者との接触を再三に

わたり試みます。そして文書による催告やら

電話も繰り返します。 

 そういったことを相当長期にわたり試みる

わけでございますが、どうしても接触できず

に、かつご当人から保険税の納付がないとか、
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あるいは納付の意思が感じられない方、中に

は、再三にわたる電話や訪問にもかかわらず、

意図的に納付指導に応じていただけない方が

残念ながらいらっしゃいます。 

 こういった場合は、税の公平性の確保のた

めにも、これはやむを得なく、最後は毅然と

した態度で資格証明書を交付せざるを得ない

という判断に至るものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 今ほど、意図的に国

保税を納めないとか税の公平性というお話も

ありました。 

 ただ、資格証明書を発行された人は受診ま

でにどうしても症状があるにもかかわらず、

医療機関へ受診しないで我慢を強いられると

いうことになります。受診されたときには症

状も重症化して、入院されても長期化したり

後遺症を残してしまいます。また、資格証明

書を発行された人が医療機関へ受診する頻度

は、一般の住民と比べますと77分の１という

ような調査結果も出ています。資格証明書の

発行は受診権を奪うということにもなりかね

ないと思います。 

 資格証明書の発行は、私としてはやめてほ

しいと。やはりこれは命を守るという点から

も、本当に資格証明書が送られてきますと、

病院へ行きたいけれども我慢我慢ということ

で、病院へ来たときにはもう命も１日、２日

で亡くなってしまったというような事例もあ

ります。 

 そういうことを考えますと、保険料を滞納

されている人は本当に医療機関の、先ほども

出ていましたように、受診状況とか体調を含

めてよく聞いて、相談できる状況をどうやっ

たらつくれるかというようなところを随分努

力もされているとは思いますが、今まで以上

にもっといい方法はないか、資格証明書を発

行しなくて内灘町の住民の命を守っていくと

いう点からもぜひ検討していっていただきた

いというふうに思いますが、いかがでしょう

か。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 今ほどの再度

のご質問でございますけれども、先ほどから

申し上げているとおり、社会保障の根本であ

る公平な税負担と給付、これは原則でござい

ますので、私どもは、先ほどから申し上げて

いるように、資格証明書交付に至るまで再三

にわたり、相当長期にわたり接触を試みる等

努力をしております。その上でどうしても公

平性の確保のためには仕方がないというふう

に判断した場合に限り資格証明書を交付して

いる。また、資格証明書を一旦交付した後に

おいても、私どもの働きかけあるいはご本人

さんからの申し出によりまして保険証が必要

な場合は交付いたしております。 

 先ほど申し上げたとおりでございますので、

私どもといたしましては、国民健康保険の公

平性の確保のために、それから個々の経済状

況において一生懸命税を納めていただいてい

る方々に対する責務を果たすためにも、これ

はいたし方ない処置だというふうに考えてお

ります。ご理解ください。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 いたし方ない責務だ

というご答弁でありますけれども、日本には

すばらしい皆保険という、誰もが保険に入っ

ています。これが一つの命綱にもなっており

ます。そういうことを考えて、自治体として

は今まで以上にやはり努力をしていただきた

いなというふうに思います。 

 最後の質問のほうに移りたいと思います。 

 保育所民営化に伴う雇用問題と町の保育責

任と町立保育所の役割等についてお尋ねをし

ていきたいと思います。 

 今まで何度も質問してきました。10月末に

保育所入所の締め切りが終わりました。まだ

尐しは流動的なところもあるかとは思います
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が、保育士の数も入所者の数も大体決まって

きたのではないでしょうか。現状をお聞かせ

いただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 25年度の入所

予定数ということで解釈してよろしゅうござ

いましょうか。 

 議員ご承知のとおり、来年度から町立の保

育所につきましては向粟崎と北部保育所の２

つの保育所になります。 

 現在、そこの保育所の25年度の入所申し込

みの予定数といたしましては、２つを合わせ

て210名の方がお申し込みをいただいており

ます。そして、来年度の職員数につきまして

は、正規の保育士、嘱託保育士、それからパ

ート保育士等々を含めまして、これは人数に

はございますが、正規保育士が18名、それか

ら嘱託の保育士が５名、短時間のパート保育

士が16名ということになっております。これ

はもちろん国の配置基準等も大きくクリアし

ております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 保育士さんたちの声

を聞きますと、「働き続けられるのかどうか」

「町立保育所で働きたい」というような声も

聞きますが、本当にずっと働き続けられるの

かどうかというようなまだ不透明なところも

あったりして、説明会は終わっているかと思

いますが、きちっと働けるというような回答

を得てないような話を伺っております。 

 ９月議会のときには、嘱託２名、パート14

名が職を失うというような答弁をいただいて

おりますが、その後、民間の保育士の募集な

どを受けて受かった方等も出てきていらっし

ゃるかと思いますが、その辺のところの現状

はどうなっているんでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 嘱託、パート

保育士の雇用の問題でございますけれども、

去る11月22日に、嘱託職員並びにパート職員

を対象に来年度の雇用につきましては説明会

を開催いたしております。 

 現在のところ、嘱託保育士の来年度の募集

はしないことやパート保育士、嘱託、パート

調理員の来年度の雇用につきまして町の方針

を説明いたしました。 

 嘱託保育士、パート保育士で民間の保育園

に既に採用が内定された方、雇用継続期間満

了の方、それからご本人の希望で退職の方を

除き、ほとんど全員は雇用を継続できる方針

であるということをお伝えしております。 

 ただ、パート職員の中に何人かは継続でき

ないという方がいらっしゃいますが、その方

につきましては、今後希望する方について、

役場の他の部署のパート募集の情報を紹介し

たいという旨のご説明等をいたしております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 今ほどパート職員の

お話がありましたが、この中には、給食の担

当の方も同じように、内灘町の中で他の保育

所以外のところでパートで働けるというよう

なことになるんでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 先ほど申し上

げましたように、まずはご本人のご希望を聞

くということでございますし、私どもができ

るのは、ご本人の希望を聞いた上で他の役場

の部署でパートの募集があればその情報をお

伝えし、そこの担当の皆さんで適切な判断を

していただくということでございますので、

ご理解ください。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 今ほど答弁いただき

ました。 

 ただ、先ほどの答弁でちょっと私おかしい
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なと思うのは、210名の入所者数というふうに

答弁されましたか。２つの保育所で210名。110

名ですか。 

○議長【夷藤満君】 210って答えたやろう。

さっき、保育所の児童。210って答えた。 

 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 失礼いたしま

した。先ほどは、定員210名に対しまして、現

在のところ143名の入所申込児童数でござい

ます。訂正いたします。申しわけございませ

ん。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 210名に対して現在143

名の希望があったということですね。それな

らわかります。 

 ４月になってまた保育士の募集をかけて、

応募がないから我慢しろというようなことに

ならないように余裕を持ってしてほしいと思

うんです。 

 保育所生活は、三つ子の魂百までと言われ

るように、本当に人間の土台をつくる大切な

時期でもあります。そこで正規と同じように

仕事をしている嘱託の保育士が、今は３年で

すね。３年たったら１年更新ということです

が、３年になったらもう一度受験というよう

なことになって、契約期限があるというのは

とても理解しがたいことであります。安心し

て働ける環境があってこそ、かわいい子供た

ちともゆったりと向き合えるのではないでし

ょうか。 

 嘱託職員は正規に、そして以前と同じく、

やめざるを得ない方たちには年休をちゃんと

消化できるように。今でも保育士の数はぎり

ぎりかと思って大変な目に遭っていらっしゃ

るかと思いますが、その配慮をどうしていく

かという検討と、以前民営化になったときに

お願いしましたように、離職者証は会社都合

とするということはもちろん守っていただけ

るのでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 まず、年休の

取得についてでございますが、これまでもそ

うでございますが、職員に対する適切な配慮

をいたしまして、年次休暇もとりやすい環境

を整えるというふうに配慮しております。 

 次に、離職票のお話でございますけれども、

民営化の方針によりまして離職を余儀なくさ

れた方につきましては従来同様に、離職票の

申請時には「事業の縮小に伴う事業主の都合

による特定理由離職者」というふうな記載を

いたしております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひとも年休も消化

しやすいように、とりやすい状態をつくって

ほしいと思います。 

 そして休職の方等、まだ仕事が決まらない

方にはいろんな情報を流してあげて、職につ

けれる状態をつくってほしいと思います。 

 最後に、計画どおり25年度までには２カ所

残して全部民営化にするということで、北部

保育所と向粟崎保育所は町立として２カ所だ

けとなりました。民営化しても町の保育には

責任を持っていくと、やっていくということ

で答弁をされてきました。 

 そうした中で、今現在、向粟崎保育所なん

かを見ていますと、３分の２が年齢別保育に

なっているにもかかわらずお部屋がないと。

３歳以上児のお部屋が４つしかなくて、３歳、

５歳が今２グループに分けているような状態

で、人数が多いために２つにしなきゃならな

いということで、实際は５つの部屋が欲しい

のに４つしかないというような事態もありま

す。今後もそういう事態が起きてくるかと思

います。 

 内灘町は縦割り保育ということで、年長児

が年尐児を思いやる、お世話をする。昼間、

兄弟としての役割とか、尐子化の時代だから
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こそ、やはり異年齢の人たちが一緒に生活を

するということはとても大切なことだと思い

ますが、その年齢が、面倒を見なきゃならな

い人の数が尐なくて、面倒を見られるほうが

多いと。例えば、５歳児が５人で３歳児が10

人いるというような事態であっても同じよう

な縦割り保育だからというような、もう尐し

配慮をして縦割りをやっていくというような

ところも必要かと思うんです。 

 今後、２つしかない町立保育所の中で、や

はり町の保育に責任を持ってやっていくとい

うことであれば、理念として今後の町の保育

所の役割とかそういうものをきちっと持って

いらっしゃるかと思いますので、そこら辺の

ところをお聞きしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 まず、縦割り

保育と年齢別保育の件でございますが、従来

から私どもは、内灘町の子供たちにとってよ

りよい保育環境についてはどういうものがあ

るのかということについて研究と検討を重ね

てまいりました。 

 その結果、議員おっしゃったように、尐子・

高齢化の進展による核家族化が進みまして、

異なる年齢層の触れ合いが尐ない児童に適し

た保育方法として、異年齢との集団によって

友達の輪が広がる、あるいは互いに成長を促

す子供同士の問題の解決ができるというふう

なメリットを考えまして縦割りを中心とした

保育をいたしております。具体的には、保育

审で縦割りの保育をいたしますが、午前中の

一定時間につきましては年齢、時間に応じて

保育审、それからホール、それから図書コー

ナー等を使い分けまして保育を实施しており

ます。 

 縦割り保育というのは、基本的には混合保

育。縦割りを中心にして、そこに軸足を置い

て年齢別の保育を实施するということでござ

います。その内容もやり方も毎年のように入

所児童が変わってまいります。構成員も変わ

ってまいりますので、その保育所に応じた、

实態に応じた保育をいたしておりますので、

ご心配のようなことはないのかなというふう

に考えております。 

 次に、町立保育所としての役割でございま

すが、民営化に関する報告書では、向粟崎保

育所については、基幹保育所として現状を維

持する。その中で、保育内容の向上とか子育

て支援の研究、研修、人材の育成、養成、緊

急時の対応など行政に課せられた役割と課題

を解決する施設として機能させたい。それか

ら北部保育所は、地理的な条件や地域性を考

慮して現状維持をするということをうたって

おります。 

 この方針につきましては、これからも現況

のままで続け、今後はさらに内灘町全体の保

育内容の維持向上を図っていくために、そこ

の基幹保育所の機能、それから町立の保育所

の機能もさらに充实させていきたいというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 縦割り保育、年齢別

保育、ちゃんと年度初めに考慮してやってい

るということでありましたが、实際、向粟崎

では今１部屋足りないというようなことも起

きていると。図書コーナーを保育审にという

ような案を出したりしているけれども、真夏

はクーラーがなかったり暖房がうまくいかな

かったりとかいうような現状もあるというと

ころは把握していらっしゃらなかったでしょ

うか。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 先ほども申し

上げましたように、縦割りと年齢別の保育を

混合的に、有機的に組み合わせることによっ

て施設もまた有効活用をしている。おっしゃ

ったように保育审が足りないということでは
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なしに、これは国の基準による保育面積は足

りておりますし、それぞれの活動内容に応じ

て施設を柔軟に、かつ有効活用しているとい

うふうに理解しておりますし、現場からはご

指摘のような声は上がっておりませんので、

ご安心ください。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひとも１年のうち

３分の２が年齢別保育であるというところも

考えていただいて、きちっと年齢別の保育审

があるのかどうか。基幹保育所として今後や

っていくということであればその辺もきちっ

と把握をして、年齢別保育をやっていく職員

の数はきちっとなっているかどうかも考えて

いただきたいと思います。 

 今後も基幹保育所として町全体の保育を担

っていくという大きな役目が、今までもそう

だったと思いますが、２カ所しか残っていま

せんので、なお大きく注目されていくかと思

います。そういう中で研修をし、よい保育園

等を見ていただいて、ぜひとも子供たちによ

い、本当に保育生活、人間の基礎をつくると

ころでありますので、十分に配慮して保育行

政に当たってほしいなと思いますので、以上

のことをつけ加えまして終わりたいと思いま

す。 

 以上で終わります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【夷藤満君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後１時からといたします。 

           午前11時59分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時00分再開 

    ○再   開 

○議長【夷藤満君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○会議時間の延長 

○議長【夷藤満君】 本日の会議時間は、議

事の都合により、あらかじめ延長いたします。

これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、本日の会議時間を延長することに決

定いたしました。 

 ２番、中島利美議員。 

   〔２番 中島利美君 登壇〕 

○２番【中島利美君】 議席番号２番、中島

利美です。よろしくお願いいたします。 

 初めに、自民党のスローガンであります「日

本を、取り戻す。」この中には、本来ある日

本らしさ、日本の誇りを取り戻すという意味

も込められています。 

 私は、近年の内灘町を見ておりまして、だ

んだんと内灘らしさが失われていくような気

がしてなりません。町木であるクロマツは伐

採され、道の駅から望める最高の景観の目の

前には大きな建物が建ち、現在ある福祉セン

ターの場所には民間ホテル計画も進められよ

うとしております。 

 私は内灘を愛する町民の一人として、いつ

までも内灘町のすばらしさ、誇りある内灘町

を未来の子供たちに伝えられるよう、今回も

しっかりと一般質問させていただきますので、

町民の皆様にわかりやすいご答弁をよろしく

お願いいたします。 

 今回は、内灘町の中で指定された土砂災害

警戒区域について質問させていただきます。 

 平成23年３月28日に、大根布地区、西荒屋

地区、审地区の崖地が土砂災害警戒区域及び

土砂災害特別警戒区域に指定されました。こ

の問題については、ことしの６月議会では川

口議員が、また９月議会では生田議員と中川

議員がそれぞれに質問されております。 

 そのような経緯の中で、なぜまた私があえ

て質問に立ったのか。それは、地元の方々や

警戒区域に隣接する当事者の方々がなぜ警戒
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区域に指定されたのか、そしてこれから一体

どうなるのかなどを含め、いま一つしっかり

と納得されていないという現状と、これ以上

町民の皆様の混乱を招かないためにもいま一

度この問題を整理し、地元住民の皆さんにも

ご納得いただける説明と対応が必要と判断し

たからであります。 

 では、まず初めに、繰り返しになるとは思

いますが、大根布地区、西荒屋地区、审地区

の崖が平成23年３月28日に土砂災害警戒区域

及び土砂災害特別警戒区域に指定されるまで

の経緯についてご説明をお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 私のほうか

ら、土砂災害警戒区域に指定された経緯につ

いてご説明いたします。 

 まず、この法律が制定された発端となりま

したのは、平成11年６月29日に広島市、呉市

を中心に集中豪雤により土砂災害発生件数

325件、死者24名となる大きな土砂災害が発生

いたしました。 

 この大災害を契機に、土砂災害の発生が予

測される箇所では対策工事等のハード対策だ

けではなく、住民の生命、身体を守るために

警戒避難措置の充实や建物の安全性の強化、

開発行為の制限等、ソフト対策を展開してい

くことの必要性が強く認識されたわけであり

ます。そういったことから、平成13年４月１

日に、土砂災害警戒区域等における土砂災害

防止対策の推進に関する法律が制定されまし

た。 

 ご質問の内灘町が指定されるまでの経緯に

ついてご説明いたします。 

 石川県では、平成21年６月から10月にかけ

て危険箇所の基礎調査を行いました。その結

果を踏まえ、県が行う地元説明会に町側も同

席し、西荒屋地区では平成23年１月22日に、

大根布地区では平成23年１月28日に地元説明

会を開催いたしております。 

 説明会では、法が制定された背景や警戒区

域及び特別警戒区域での取り組みや規制等に

ついて説明を行い、地権者に理解を求めたわ

けであります。 

 説明会では、「避難勧告の周知の方法は」

「区域指定をするなら固定資産税等の軽減は

ないのか」「区域指定を行う際に土質調査を

行ったのか」などの質問はありましたが、異

議を唱えるような意見がなかったことから、

平成23年３月３日に、町は県に対し指定につ

いての同意を行っております。 

 平成23年３月28日、県において警戒区域等

の指定告示が行われました。 

 経緯については以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 では次に、土砂災害

警戒区域及び土砂災害特別警戒区域に指定さ

れると、その区域内の方々はどのような制限

や制約を受けるのか、ご説明をお願いいたし

ます。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 指定された

らどういう制約を受けるかということについ

てご説明します。 

 土砂災害警戒区域では、町の地域防災計画

において、土砂災害に関する情報の収集及び

伝達、そのほか警戒避難体制に関する事項を

定めることとなっております。また、緊急時

にはどのような避難を行うべきかなど、必要

な情報を住民に知らせるため、これらの情報

を記載した土砂災害ハザードマップを住民に

配布するなど、市町村の役割が定められてお

ります。この警戒区域では、土地の所有者等

に対する私権の制限はございません。 

 一方、土砂災害特別警戒区域におきまして

は、今ほど申しました警戒区域で行われる事

柄に加えまして、次の４点が規制されます。 

 まず１点目として、住宅宅地分譲並びに社

会福祉施設等の建築のための開発行為は県知
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事の許可が必要となります。 

 ２点目として、新たに居住する建物を建築

する場合は、土石の移動や堆積に耐えられる

ような擁壁の設置、また住宅の外壁自体を強

固にするなどの工事が必要であるという指導

になっております。 

 ３点目として、県知事は、危険な状態の建

築物の所有者等に対して移転の勧告をするこ

とができます。支援措置としましては、移転

の際の住宅金融支援機構の融資を受けること

ができます。 

 ４点目として、宅地建物取引業者は、県知

事の許可を受けた後でなければ広告及び売買

などの契約は行ってはならないとしておりま

す。不動産の取引に当たり、重要事項説明書

を交付し説明を行うことが義務づけられてお

ります。 

 以上４点が特別警戒区域の４点の事項でご

ざいます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 今ほど説明を伺いま

したが、大変たくさんの制約や制限があり、

大変難しく、一度聞いただけでは理解するの

に時間がかかりそうなのは、果たして私だけ

でしょうか。 

 住民の皆さんも、それが果たしてどういう

ことなのか、だからどうなるのかなど具体的

な理解や納得がいかないまま説明会が行われ、

質問が出なかったというよりは、何を聞けば

よいのかさえもわからないまま説明会が終わ

り、町は地元住民が同意をしたとして県との

同意を交わしてしまったのではないでしょう

か。 

 ことしの４月に、地元の方からの申し出で

総務産業建設常任委員会でも取り上げさせて

いただきましたが、その後も地元区長さんや

地権者の方々で県のほうへ直接説明を聞きに

いったとも伺っております。 

 その結果、この地域で新しく家を建てるた

めには大きな制約を受けることが判明いたし

ました。特に西荒屋地区では、地区の人口減

尐に歯どめをかけようと大変なご苦労をされ

ている中、このままの状況では金沢や他の市

町村に転出される方がふえるばかりで、人口

の減尐はますます加速するばかりと懸念され

ております。 

 これまでの町の答弁では、急傾斜地崩壊対

策工事では高さ３メートル以上にもなる巨大

な擁壁工事を行うしか方法がないような答弁

でしたが、地元住民はそのような対策工事は

望んでいないと伺っております。できること

ならば警戒区域の指定を外していただきたい、

自由に家が建てられるようになることを望ん

でおられるそうです。このことは、９月議会

で生田議員も中川議員も熱心に訴えていたこ

とと思います。 

 現在、具体的に町に要望として話が出てき

ているのは西荒屋地区だけではありますが、

今後、大根布地区や审地区でも同じような案

件が出てきた場合には町はどうされるのか、

お答えください。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今年度、西

荒屋地区のほうから強い要望がありまして、

事業实施に向けて、今年度、調査に着手いた

しました。今後は、西荒屋区と協議をしなが

ら、地域の实情に合った対策方法を決定して

いきたいと考えております。 

 大根布、审地区におきましても、それぞれ

の地区の实情を踏まえ、要望を伺い、検討し

ていきたいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 ９月議会の中川議員

からの質問で、関係者の方々にパンフレット

などで周知徹底をとの質問に対し、町はハザ

ードマップなどを作成し周知徹底を図ると言

われておりましたが、その後、ハザードマッ

プの作成のほうはどのような進行状況となっ
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ているでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 町民に周知

のためのハザードマップの進捗状況について

お答えします。 

 町では、平成24年６月22日に業者のほうと

ハザードマップ作成についての契約を行って

おります。今現在、手元にございますけど、

現在は粗原稿まで仕上がっておる状況でござ

います。 

 今後、細部の最終校正を行いまして、来年

１月末には完成の予定となっております。仕

上がり次第、大根布、西荒屋、审の関係対象

地区の住民に配布を予定しております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 済みません。これも

９月議会で中川議員が言われていたことなん

ですが、何かあってからでは大変なことにな

ると。だからぜひよろしく頼みますというよ

うなお願いをして質問を終えられているんで

すが。 

 町としてこの崖地問題を、今ハザードマッ

プもつくられて周知ということは準備が進め

られていると思うんですが、でも本当にハザ

ードマップをつくったから安心というもので

はないんですよね。 

 实際に大根布の崖地なんかではもう30セン

チほどの崩落も起きているという現状を踏ま

えたときに、町は本当にこのハザードマップ

をつくったから周知は行える。だけども、こ

の先、どういうふうな考えを持ってこの崖地

というものを取り組んでいくのかということ

を、町長のお考えをちょっとお聞きしたいと

思います。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 中島議員のただい

まの質問にお答えしたいと思います。 

 土砂災害警戒区域内の住民の皆さん方の安

心・安全を確保することが一番大事だという

ことであることから、現在、石川県と急傾斜

地崩壊対策事業实施に向けてどういった補助

メニューがあるのかということを担当課のほ

うで協議を行っているところであります。 

 これまで県との協議でありましては、待ち

受け擁壁工事が一般的には採択になるのでな

いか、こんなふうな意見を伺っているところ

でございまして、さきの９月議会でも、今ほ

ども議員からおっしゃいましたように、生田

議員の質問にそうお答えしているところでご

ざいます。 

 しかしながら、私自身の10月の西荒屋地区

のタウンミーティングでも地元の方々の意見

は「安心して家を建てることができる環境に

してほしい」、さらに「緩やかな斜面にして

ほしい」というような意見など、定住促進や

良好な住環境を求める住民の熱い思いが非常

に多くあったと私は思っておるところでござ

います。 

 また、西荒屋区からの平成25年度の要望書

の中にも危険区域の指定解除が一番に上げて

こられるように、区民の方々の気持ちが非常

にそのことに注視をしているということであ

りますので、私たちは真摯に受けとめていき

たいと、このように思っておるところでござ

います。 

 町といたしましても、対策工事といたしま

しては、一般的には、先ほど言いましたよう

に待ち受け擁壁でありますが、ぜひとも住民

の皆さんが安心して暮らせる緩斜面工事を行

えないかどうか検討を進めるところでありま

す。 

 事業手法といたしましては、道路事業とし

て幹８号宮坂西荒屋線の振替工事を行えない

かどうか、また安定勾配を確保する方法とし

て砂利採取事業で行えないかどうかなどなど、

さまざまな事業手法を駆使しての事業化へ向

けて今検討をしている最中でございます。 
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 今後は、崖の上の北部の土地利用のあり方

や事業財源計画はもちろんでありますが、地

元の協力や意見を伺いながら県の関係機関と

協議を進めて対策事業实施に向けて積極的に

取り組んでまいりたいと、このように思って

おるところでございます。 

 また、早急に取り組みたいという思いから、

今定例会におきまして基礎調査業務委託費の

補正予算をお願いしたところでございます。

業務内容といたしましては、現況ののり面調

査を行い、協議を行うための図面の作成や各

種工法の検討を行って、県と協議をするため

の基礎調査を行うものであります。 

 町といたしましては、一刻も早く崖地の下

にお暮らしになる住民の方々の安全を確保で

きるよう調査検討を行ってまいりたいと、こ

のように思っている次第でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 今ほどの崖地の対策

では補正予算もお考えになっていらっしゃる

ということで、地元の皆様には安心・安全を

最優先に町はぜひ今後も取り組んでいただき

たいということを望んでおります。 

 また、今後ぜひ町が北部開発に対しても積

極的に取り組み、白帄台地区だけではなく、

宮坂、西荒屋、审地区も人口がふえ、内灘町

全体がさらに発展することを私も町民の一人

として願っております。 

 最後になりましたが、これも住民の方々か

らの訴えなんですが、今ほども町長の答弁の

中に10月のタウンミーティングのお話が出さ

れておりましたが、情報公開、情報公開と言

われている中で、いまだにまだこの10月のタ

ウンミーティングの模様がホームページに掲

載されていないと思います。 

 また、この西荒屋のタウンミーティングの

際に、住民の方から崖地問題の同意書のこと

について質問があったと伺っております。そ

のときに町長は「私は判こを押していない」

とおっしゃったと伺いました。しかし、判こ

そのものよりも、県に提出した書類にははっ

きりと「内灘町町長 八十出泰成」と明記し

てあります。これは、町長の名のもと同意し

たということに値すると私は思います。 

 今後も専決処分という形でいろいろな決裁

が各部署で行われることと思いますが、国会

での「秘書が勝手にやったことです」のよう

な無責任な発言は慎んでいただけるよう町長

には切にお願いいたしまして、私の質問は終

えさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 中島議員の質問の

中にありましたけれども、タウンミーティン

グのホームページへの公開の件ですが、順々

にホームページに地区の様子を載せておるわ

けでございまして、西荒屋地区もその順番の

中で載せられていくということでありますか

ら、決して載せないという意味ではありませ

んので、ぜひご確認をいただきたいと思って

います。 

 それから、同意書に対して私が判を押して

いないかどうかという話が地区の皆さんから

もご意見ありまして、实際これは部長決裁と

いうことでありまして、私のところへは来て

なかったということは事实なんですね。とこ

ろが、今おっしゃいましたように、そのこと

が押してなくても結果として内灘町町長とい

う形で県に届くということは事实ですから、

紛れもない。我々自身も、そのことを私自身

の問題として捉えてこれからも留意していき

たいと、このように思っているところでござ

います。 

○２番【中島利美君】 終わります。 

○議長【夷藤満君】 ９番、能村憲治議員。 

   〔９番 能村憲治君 登壇〕 

○９番【能村憲治君】 傍聴の皆さん、大変

ご苦労さまです。 

 議席番号９番、能村憲治。 
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 平成24年第４回定例会におきまして、町政

に対する一般質問の機会をいただきました。

通告に従って一問一答にて行います。 

 次の３点について質問いたします。 

 １問目は空き家、空き地対策について３点、

２問目は職員の勤務時間内における喫煙につ

いて、３問目は公正な職員の採用についてで

ございます。 

 それでは早速１問目、空き家、空き地対策

について、次の３点をお伺いをいたします。 

 近年、全国的に空き家、空き地の増加が社

会問題になっております。当町におきまして

も、高齢化が進んでいるアカシアでは16軒、

旭ケ丘も同じく16軒、西荒屋では空き倉庫も

含め空き家19軒あります。その他の町内にお

きましてもところどころに見かけられ、雑草

や樹木の成長の管理ができていないため、害

虫が発生したり葉っぱの飛散を受けたりする

など被害をこうむっている家庭も出てきてお

ります。 

 これらのことから、次の３点についてお伺

いをいたします。 

 まず１点目、当町の空き工場も含め、空き

家、空き地はどれくらいあるのでしょうか。

また、それらのうち、老朽化で危険だと思わ

れる数はどれほどあるのでしょうか。 

 空き家は防犯上の問題だけではなく、環境

の悪化、強風や雪の重みでの倒壊、そして何

よりも近隣が被害を受けることでもあります。

特に老朽化による危険な状態の空き家につい

ては、防災上からも所有者に適正な管理が求

められます。強風から壁面や瓦などによって

通行中の車両や歩行者に被害を与えるような

事故が発生すれば、その責任は所有者にある

のは当然でありますが、行政にも責任が生じ

かねません。 

 当町の空き工場や倉庫を含め、空き家、空

き地の数と、そのうち危険と思われる数はど

れほどあると把握しているのでしょうか、お

伺いをいたします。 

 ２点目は、この夏、町議会と区長・町会長

会との意見交換会の中で、区長から、空き地

や古い家の管理についての苦情が大変多いの

で何かよい方策はないかと問題提起がありま

した。そのほかに、町当局にも直接たくさん

の苦情が寄せられていると伺っております。

これらの苦情や相談に対し、町はどのような

指導あるいは対応をされたのでしょうか。町

民から寄せられた苦情を挙げてお聞かせくだ

さい。 

 ３点目は、空き家などを適切、適正に管理

するためにどのような考えがあるかについて

お伺いをいたします。 

 先ほど述べましたように、空き家、空き地

に対しての苦情は大変多く、今後も高齢化が

進む中でますますふえてくると考えられます。

全国的に問題になっていることでもあります

ので、議会では先般、空き家等の適正管理に

関する条例、老朽化家屋対策事業の骨子が制

定された自治体へ視察に行ってまいりました。 

 これらの内容は住民生活の安全確保が目的

であります。まず、住民からの情報に基づき

町が現地調査を行います。そして、所有者に

対し解体、修理などの指導、勧告、命令を行

います。命令に従わず放置した場合に事故な

どの可能性があるとしたときには、町がその

措置を行政代執行できるとなっております。

さらには、建物や土地を町に寄附してもらえ

ば空き家の除去を町が行う。土地については

地域住民と協議の上、有効な活用、維持管理

をするという内容になっております。 

 また先般、小松市では、県内初めて空き家

条例を制定しようとしているところでござい

ます。 

 当町におきましても、冒頭に述べましたよ

うに、現状を改善する上で何らかの処置が必

要になっております。空き家、空き地などの

適正な管理及び活用促進に関しての基本理念

を定め、魅力あるまちづくりを進めなければ

なりません。今後どのように管理していこう
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としているのか、お伺いをいたします。 

 以上３点、よろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 能村議員のた

だいまのご質問に対しまして、１点目と２点

目は私のほうから答弁させていただきます。 

 まず、空き地、空き家の現状把握の件でご

ざいますが、現在、町全域での空き家につき

ましては約300軒、また空き地につきましては

約1,300区画程度が存在しているものと認識

いたしております。そのうちの危険と思われ

る空き家につきましては現在把握いたしては

おりません。 

 今後は、議員ご質問の中にありましたこの

300軒の空き家の中の、例えば居宅であるだと

か倉庫であるだとかという内訳と、そのうち

の危険家屋等の調査方法等につきましては早

急に関係機関と協議してまいりたいと、そし

て調査に着手したいというふうに考えており

ます。 

 ２点目でございます。老朽化等により管理

が不十分な状態にある空き家、空き地の対策

はということでございました。 

 空き家、空き地が、その管理が十分に行わ

れないことにより周辺の生活環境に支障を来

している場合は、町の環境美化条例によりま

してその所有者等に改善の指導を行っている

ところでございます。 

 今年度、これまで町民から寄せられました

苦情件数は、空き家で８件、空き地で20件と

なっております。これらの苦情の内容はその

ほとんどが、議員ご質問の中でもあったよう

に、雑草、雑木が茂りまして環境悪化すると

いうものでございます。これに対する町の対

応といたしましては、空き家等の所有者に対

しまして口頭もしくは文書による指導を行い

ます。その大部分がそのうち改善をされてお

ります。しかしながら、中には、所有者が行

方不明となりまして連絡がとれなかった場合

や、町外の所有者で改善の指導に応じていた

だけないというケースも、ごくまれにではあ

りますが発生しております。 

 以前の旭ケ丘にある空き地の場合は、長期

間にわたり多数のニセアカシアが茂りまして

周辺の住民の方にご迷惑を及ぼした事例がご

ざいます。これは県外の所有者が町からの再

三にわたる改善の指導や勧告、命令にもかか

わらず必要な措置を行わなかったというもの

でございました。この空き地はその後、旭ケ

丘町会の皆様のご尽力によりまして伐採、搬

出が行われ、良好な環境が取り戻されました。 

 その他、町の対策といたしましては、火災

予防や生活安全の面からも空き家、空き地の

適切な管理について町広報等で啓発を行って

おります。今後とも、環境美化条例による指

導を徹底するとともに、空き家、空き地の適

切な管理について広報を強化してまいりたい

というふうに考えております。 

 私のほうからは以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 能村議員の３点目

の空き家、空き地に対して、今後どのような

管理をしていくかという話について答弁させ

ていただきたいと思います。 

 議員ご指摘のように、内灘町におきまして

も、今後尐子・高齢化によりまして空き家、

空き地がふえていくことが予想されるところ

でございます。空き事業所や倉庫等を含めた

これらの適正な管理をどのように保持してい

くかということは、これからの良好なまちづ

くりを考える上においても非常に重要な課題

であると認識しているところでございます。 

 適切な空き家、空き地対策を行うことによ

りまして、町民の資産の有効活用や定住人口

の増加策として有効な手段となり得ると私た

ちは思っているところでございます。例えば

空き家に町外居住者が転入することによって

人口が増加をし、地域コミュニティの維持発
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展につながるということでもありますし、ま

た、空き店舗や空き工場に新たな事業者が入

ることによって、誘致をすることによって地

場産業の振興が期待できるなど、多方面で町

の活性化を図ることができると、このように

考えている次第でございます。 

 このようなことから、今後は小松市や県外

先進自治体を参考にしながら、現在の環境美

化条例の实効性の強化策と考えられる行政代

執行の事例調査や空き家の紹介制度等の仕組

み、あるいは個人情報の取り扱いも含め鋭意

研究を進めてまいりたいと思っています。そ

の上で、現在の空き家、空き地に関連した複

数の条例をどのように充实させていくのか、

あるいは新たな条例を設けるのかなど、空き

家、空き地の適正な管理につきまして指導方

法の充实や有効活用策について早急に検討し

てまいりたいと、このように思っているとこ

ろでございます。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 先ほど旭ケ丘でそう

いう事例があったということもございます。

多分、それ相当の費用もかかっているんじゃ

ないかなと、このように思います。 

 さらには、この空き家、空き地対策につい

ては各区、それから町会の協力を、これは何

としてでもしっかりと受けて調査をしなけれ

ばなかなか進んでいかないんじゃないかな。

さらには、その土地や建物の持ち主、所有者、

これが相続などによってなかなかはっきりし

ないというようなものも出てくるやに思いま

す。そのあたりもしっかりと調査をして、空

き家、空き地対策に取り組んでいただきたい

と、このように思います。 

 それでは２問目、職員の勤務時間による喫

煙をどうするかについてお伺いをいたします。 

 喫煙に関しましては、あらゆる箇所で禁煙

率の低下を目指すとか受動喫煙の防止などの

施策が取り組まれており、愛煙家の方にとり

ましては大変住みにくい世の中になったかと

思います。 

 たばこを吸う、吸わない、それはそれぞれ

個人の問題でありますので、健康に留意して

吸っていただければよいことでありますが、

公務員が勤務時間内に喫煙を繰り返すとなれ

ば個人の問題では済まされません。 

 本町では喫煙場所が、正面玄関に１個、西

玄関に２カ所、２階に２カ所と合計５カ所の

喫煙場所が設置してあります。喫煙場所とい

うか灰皿が置いてあります。この体制になる

までは仕事をしながら自分の席で吸っていた

のでありますが、今はその場所まで出向いて

吸っています。 

 自分の席を離れて喫煙場所まで歩いていき、

たばこを吸って席に着くまで約10分から長く

て15分かかるようです。この動作を頻繁に繰

り返すと、勤務時間中に例えば４本吸う人は

40分から60分かかることになります。まして

や、４本以上吸うとなると相当な時間になる

わけでございます。企業であれば、この人が

勤務時間どおり退社すれば当然給与を差し引

くことになりますし、そうでなければ残業で

取り返すということになります。これを毎日

繰り返すと年間の総喫煙時間は、４本吸う人

では168時間になり、約１カ月の職員報酬相当

額に当たるわけでございます。 

 全国の自治体においては、社会の禁煙を促

す風潮からおきましても、数年前から公務員

の勤務時間の喫煙に対し休憩時間を利用する

などが望ましいとなっており、今や常識かと

考えます。また、厳密に言えば、勤務時間内

に、先ほど示した時間を喫煙に費やすとなれ

ば職務専念義務に違反すると住民からの批判

が出ても当然であります。 

 たばこを吸わないとコミュニケーションが

とれないとか会議ができないとか、また気分

転換できるためなどの理由では、勤務評定が

下がり排除されていくことになるかもしれま

せんし、統計上でも仕事の効率は上がらない

と出ています。 
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 以上のことから、勤務時間内における喫煙

が行政サービスに支障を来しているのは確实

であります。町はこの状態をどのように考え

ているのでしょうか。同時に、今後の対応を

お尋ねいたします。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問に私からお答えいたします。 

 本町では以前、庁舎の各階フロアに喫煙コ

ーナーがありましたが、官公庁施設において

受動喫煙防止に努めなければならないことや

職員の健康管理、健康維持の観点から、平成

21年10月以降、庁舎建物内を禁煙といたしま

した。その際、来庁される町民の皆様のこと

も考慮しまして庁舎出入り口に喫煙場所を設

け、また職員には禁煙セミナーなどにより理

解を求めております。 

 ご指摘の職員の勤務中の喫煙については、

職務専念義務の観点から節度と自覚が必要で

あり、できれば自粙するのが望ましいと思い

ます。しかしながら、急激な変化による喫煙

者のストレスも考慮し、まずは勤務時間中に

おける喫煙回数を制限していくところから始

めたいと思います。あわせて、職員には職務

専念義務を自覚させ、改めて禁煙に関する情

報等を周知しまして意識づけをしていきたい

と思います。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 私はたばこを吸うな

ということは一言も言っていません。禁煙す

るしないは、それはやっぱり自分の体のこと

を考えて自分で決めていただければいい。 

 ただ、勤務時間内ということでお尋ねをし

ているわけで、例えば先ほどの答弁の中に職

員には禁煙セミナーなどによって理解を深め

させるというふうな答弁がございましたが、

多分この禁煙セミナーの中で勤務時間内にた

ばこを吸うた云々というようなことの講義な

り話なりは出なかったんじゃないかと思いま

すが、そのあたり私の考えが間違っているか、

ちょっと答弁をお願いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 さきに行った職

員の禁煙セミナーにつきましては、平成21年

に、金沢医科大学の禁煙外来の先生のご協力

を得て、職員に対しましてたばこによる健康

への影響あるいは受動喫煙について理解を求

めたものでございます。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 私の聞いているのは

そんなことじゃなくて、そういう禁煙セミナ

ーの中で勤務時間内の喫煙がどうかという話

が出たのかどうかということをお聞きしたか

ったわけで、どうもセミナーの中では出なか

ったと。禁煙をする、人に迷惑をかける、自

分の体に気をつけてたばこを吸う、できるこ

となら禁煙というような、そういうセミナー

であったんでないかなと、私はそういうふう

に認識していますし、ただいまの部長の答弁

ではそういうふうに感じられます。 

 何回も言うようですが、禁煙を迫っている

わけではないということだけは頭に入れてお

いてほしいです。 

 それと、勤務時間内に喫煙回数をある程度

決めるということは喫煙を認めていくという

ことなんでしょうかね。３本ならよし、２本

ならよし、そのあたりの考えがちょっと私に

は理解できません。 

 期限を定めて勤務時間中の禁煙をしたいと、

そういう答弁がございましたね。期限を定め

て喫煙を禁止したいというのは、今から尐し

前期間を置いて何月何日から勤務時間中の喫

煙をしないようにと。それと、もう一つ考え

られることは、期間を決めて、その間喫煙さ

せませんよと、その間が済んだらまたもとに

戻しますよと。２つの考えがとれるわけです
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が、このあたりどういう考えでおられるのか

お尋ねをいたします。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 まず、私は先ほ

ど答弁で喫煙回数をまず制限するところから

始めたいというふうに申し上げました。そし

て、このことについてそれを認めるのかとい

うことでありますけれども、基本的にはこれ

まで認めていたことでもありますから。ただ、

健康被害とかそういう職務専念義務違反では

ないかというようなことを踏まえまして、職

員には自粙をしてほしいというふうに申し上

げました。ただ、自粙だけでは本人の判断で

ありますから、職務管理上、制限をしていき

たいというふうに申し上げました。 

 その回数がどれだけだったら職務専念義務

に抵触するかどうかということははっきりし

ませんけど、頻繁に長時間であれば抵触する

可能性は高いと思いますし、１日に一、二回

程度であれば職務専念義務に反するとは思い

ません。突然全部禁止することによって、か

えって職員がいらいらして職務能率が下がる

と仕事に集中できないということも懸念され

ますので、段階的に職員とも話し合って進め

ていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 私は休憩時間を十二

分に利用して吸ってもらえればいいんじゃな

いかなと、こういうことを喫煙される皆さん

に認識していただきたいと。こういうことで、

皆さんよくわかっておいでることやろうと思

いますので、次の質問に移ります。 

 ３問目、公正な職員の採用についてお伺い

をいたします。 

 公正な職員の採用につきましては、平成17

年の３月議会でも質問いたしております。当

時、一次試験は県に委託して合同筆記試験を

实施し、その後、二次試験は町長ほか特別職

と総務部長が面接し、論文提出にて採用決定

するということでございました。現在はどの

ような方法で行われているのか、お伺いをい

たします。 

 一次試験はペーパーテストなので、実観的

に見ても明らかでございます。 

 問題は二次試験においてであります。二次

試験では正解がなく、面接官によって評価が

異なるので、この二次試験で採用が決定して

いるのではないかとの疑念があるようでござ

います。前回、この不透明を解消するために、

不採用になった人の問い合わせには得点を開

示するなどきちんと応じたり、面接官の公表

も必要かと提案をいたしました。採用方法や

選考基準を検討したいと伺っております。 

 その後、どのように検討されたのか。また、

現在の選考方法をお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 能村議員の職員採

用についてお答えしたいと思います。 

 職員の採用につきましては、一般知識に関

する教養試験のほかに、面接、そして作文試

験を行いまして応募者の意欲、性格等を総合

的に評価をいたしまして公務員としての適性

を判断し、採用者を決定しているところでご

ざいます。 

 住民の皆さんとしっかりコミュニケーショ

ンのとれる優秀な人材を確保するため、面接

試験では、人柄、意欲、積極性、質問に対す

る応答力、表現力等の人物評価を重視をして

おります。作文試験では、課題に対する理解

度、考え方、論理構成力等を評価をいたして

おるところでございます。このほか書類審査

も行っているわけでございます。 

 受験者の得点につきましては、受験者本人

から申し出があれば、本人の点数について開

示をいたしているところでございます。 

 なお、教養試験問題につきましては、石川

県の人事委員会が取りまとめていた合同筆記
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試験におきましては、単独实施の市町がふえ

たことから廃止となり、当町も平成20年の４

月採用者から単独の委託を实施しているとこ

ろでございます。試験問題の委託先は、従前

からの公益財団法人日本人事試験研究センタ

ーであり、採点も同業者が行っているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 今ほどもしっかりし

た採用を行っているという答弁でございまし

た。 

 その中で、本人からの開示申し出があれば

本人に開示しておるということでしたね。私

は、その前に受験者、要するに募集要項の中

にもしもそういうことで知りたいということ、

結果を本人に開示をしますよということを前

もって知らせておけば、例えば採用されなか

った方でも問い合わせが簡単にできるんじゃ

ないかなと、そういった意味から、きちんと

そういうことを明記し外部に知らせるという

ことも必要でないかなと、こういうふうに思

いますし、さらに、この面接官の公表なども

前回にもどうでしょうかという話を投げかけ

てありますが、この２点についてどのような

考えであるか、お伺いをいたしたいと思いま

す。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの能村議

員の質問にお答えしたいと思います。 

 受験者が、誰もが自分で知りたいときには

申し出てくれればいつでも発表しますよと、

そんなことをぜひ言ってほしいという話であ

りますから、最初の筆記試験のときにそのこ

とを申し上げるということはすぐできると思

っているところでございます。 

 いま一つ、面接官の補充といいますかね、

ふやすということをお話しになりました。そ

のことは可能でありますので、できる限り皆

さんの要望に近い形でできればと、このよう

に思っているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 しっかりと取り組む

ということをお聞きいたしました。 

 これで私の質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 ７番、恩道正博議員。 

   〔７番 恩道正博君 登壇〕 

○７番【恩道正博君】 議席７番、恩道正博

です。 

 平成24年第４回定例会に質問の機会をいた

だきました。通告に従いまして、一問一答方

式で質問を行います。 

 その前に、私の通告にありました空き家対

策につきましては、今ほど能村議員が質問を

されましたので重複するので取り下げをいた

しました。よろしくお願いをいたします。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 １番目は、ひとり暮らしの高齢者の安否確

認とその対策についてお伺いをいたします。 

 平成22年国勢調査の集計結果が平成23年、

昨年10月26日に総務省から発表されておりま

す。その結果を見ますと、我が国の尐子・高

齢化が急速に進んでいることがわかります。

総人口が１億2,805万7,352名。これは５年前

の平成17年に比較しますと0.2％増加の横ば

いで推移をしております。 

 この総人口を年齢別人口の３段階に分けま

すと、15歳未満は1,680万3,000人、これは総

人口の13.2％を占めております。それと、次

に15歳から64歳までのいわゆる人口は8,103

万2,000人、これは総人口の63.8％。65歳以上

が2,924万6,000人、これは総人口の23％とな

っております。 

 この割合を５年前の平成17年に比べますと、

15歳未満が71万8,000人、4.1％の減尐、15歳

から64歳が306万1,000人、3.6％の減尐、65

歳以上が逆に357万7,000人、13.9％の増加と

なっております。その65歳以上のうち、ひと
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り暮らしの人口は479万1,000人で、65歳以上

の人口の16.4％を占めております。そのうち、

65歳以上で男性の10人に１人、女性では５人

に１人がひとり暮らしとなっております。 

 65歳以上の人口の割合を世界の諸外国と比

べますと、我が国は、ドイツ、イタリアいず

れも約20.4％、これを抜いて世界で最も高い

水準となっております。 

 先ほど北川悦子議員からもありましたとお

り、北陸中日新聞12月１日朝刊には、先月、

11月20日に志賀町で無職の女性と障害者の長

女が自宅で亡くなっているのが見つかった問

題では、この家族と定期連絡をとっていた町

役場も電気代を滞納するほど困窮していた生

活環境を把握し切れずに、女性とじかに接し

た電気代集金員も見逃してしまったと。都会

よりも人情が深いはずの地域で起きた孤立死、

なぜ誰も救えなかったのかと報道をされてお

りました。 

 全国の各市町村の中では、こういった問題

も含めまして、ひとり暮らし高齢者の見守り、

安否確認による高齢者の安心確保の取り組み

を行っているところであります。 

 この高齢者問題、内灘町においても今５人

に１人ですか、65歳以上。５年後にはこれが

４人に１人の割合にいわゆる高齢化率が進む

という見通しが立っておりますけれども、今、

高齢者で一番問題というのは、やはり年をと

って一番の不安は孤独、孤立、それから退屈

ではないでしょうか。それをなくすためにも

尐しでも生きがいのある暮らしが必要ではな

いでしょうか。 

 そこで、質問いたします。 

 この内灘町でひとり暮らしの高齢者、高齢

者世帯の数、そしてそれらの方が病気や不慮

の事故に対する安否確認の対策。もう一つは、

新たにその確認とかそういう対策についての

新たな施策の取り組みがあるのかをお伺いを

いたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 恩道議員の高齢者

の安否確認とその対策ということで質問にお

答えをしたいと思います。 

 まず初めに、高齢者の見守りにつきまして、

町の基本的な方針と現在の取り組み状況につ

きましてお答えをしたいと思います。 

 今日の地域社会におきまして、尐子・高齢

化、さらに核家族化の急速な進展によりまし

て住民のライフスタイルの多様化やプライバ

シー意識の高まりなどから身近な交流やコミ

ュニケーションが希薄化する中で、家族や地

域を支え合う機能が弱まってきていると感じ

ているわけでございます。 

 こうした状況は、ひとり暮らしの高齢者等

におきましては不安や孤立感を抱え、ひとり

で悩む人がふえることにより、ひきこもりや

孤独死などの社会問題を引き起こす要因にも

なっていると伺っているところでございます。

隣近所の人たち、さらには全ての町民がお互

いを理解し合い、認め合い、そして助け合う、

支え合うという気持ちが人間関係のきずなを

築き、家族的な地域社会をつくっていくもの

と考えているところでございます。 

 高齢社会にあってこのような地域社会を築

いていくためには、高齢者に対するハード面

を含めた公的制度の支援はもちろんでありま

すが、ソフト面においては地域における高齢

者の見守りと支え合うネットワークづくりを

進めていくことが重要だと考えているところ

でございます。 

 現在、本町に居住する65歳以上のひとり暮

らしの高齢者は約600名おいでになります。高

齢者のみの世帯を含めますと約2,200名とな

るわけでございます。これは高齢者全体の約

４割を占めるわけでございます。 

 町では現在、高齢者の安否確認等の対策に

つきまして、緊急通報装置の設置や配食サー

ビスのほか、郵便、新聞事業者等による見守

りネットワークを展開しているところでござ
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います。 

 また、来年度におきましては、金沢医科大

学看護学部との共同事業によりまして介護予

防サポーターを養成し、ボランティアによる

高齢者への声かけ訪問事業を計画していると

ころでございます。 

 さて、午前中も、そして今もお話があった

んですが、つい最近、志賀町で起きました電

気停止に伴う親子の孤立死事故についてでご

ざいますが、大変痛ましい事故であります。

決して対岸の火事では済まされない問題であ

ると感じているところでございます。 

 町といたしましても、今回の事故を踏まえ、

今月中にも電気を停止する際の対応のあり方

について北陸電力と協議を行う予定であり、

早急に町としての対策を検討してまいりたい、

このように考えているところでございます。 

 いずれにいたしましても、超高齢社会の到

来を目前に控え、地域、民間、そして行政等

が一体となって社会全体で高齢者を支え、高

齢者が地域の中で安心して生活できる脱無縁

社会の構築に向け鋭意取り組んでまいりたい

と、このように考えている次第でございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 今ほど町長から答弁

がありましたとおり、これからも高齢者が安

心して安全で、いわゆる今ほどありました、

民間も含めまして、自助、共助、公助の組み

合わせで地域ぐるみの、高齢者も含めまして

福祉をするよう願うものであります。 

 それでは、次の質問に入らせていただきま

す。 

 ２番目は、町税等の滞納についてお伺いを

いたします。 

 平成12年４月、地方分権一括法施行以来、

平成16年から18年にかけて国庫補助負担金

4.7兆円の改革、また地方交付税の改革等で地

方自治体における財政が厳しさを増す一方の

中で、平成19年から、地方分権を進めるため

三位一体改革での国から地方への税源移譲に

伴い、これで国税いわゆる所得税と地方税、

住民税との移しかえで住民税の比重が高まっ

ております。このため、税の収納率引き上げ

は全国自治体の共通の重要課題であると思わ

れます。 

 そんな中で、内灘町における町税及び国保

税などの昨年、平成23年度の収納率と滞納状

況は「23年度主要な施策の成果」で掲載され

ておりましたが、これまでの収納率と滞納状

況の経緯はどのようになっているのか。また、

今後の見込みとあわせてお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 若林優治税務課長。 

   〔税務課長 若林優治君 登壇〕 

○税務課長【若林優治君】 町税についてお

答えいたします。 

 町税の収納率引き上げについては、その対

策にいろいろと知恵を絞っているところであ

ります。しかしながら、景気の先行き不透明

感が高まる中、企業の業績不振等社会情勢を

取り巻く状況は非常に厳しいものがあります。 

 平成23年度の町税全体の収納金額は約25億

3,900万円で、平成24年度へ繰り越した金額は

約１億1,800万円であります。また、現年の収

納率についてはここ３年はほぼ同率であり、

平成23年度につきましては町税全体としては

98.49％となっております。平成24年度につき

ましても、町税の収入見込みは総じて厳しい

ものと考えております。 

 今後も、資力があるにもかかわらず納付意

欲のない、いわば悪質な滞納者については財

産調査等を实施して、法令等に基づきまして

適切に対処する方針でございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 下村利郎健康推進課長。 

   〔健康推進課長 下村利郎君 登壇〕 

○健康推進課長【下村利郎君】 国民健康保

険税についてお答えします。 

 平成20年度より後期高齢者医療制度が施行

され、納付率の高い75歳以上の高齢者が国民
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健康保険から後期高齢者医療制度へ移行した

ことや、経済状況の悪化などにより国民健康

保険税の収納率は低下し、本町でも平成21年

度現年度分収納率が92.57％となりました。平

成23年度現年度分収納率は93.15％と収納率

は向上してきておりますが、平成24年度への

滞納繰越額が１億8,000万強であります。 

 こうした情勢の中で、担当職員を中心とし

て夜間、休日を問わず滞納者との接触を試み

ています。また、納付できる資力がありなが

ら滞納している被保険者には滞納処分なども

实施しておりますが、滞納額の減尐に至らな

い状況でございます。 

 今後も被保険者が不公平感を持つことがな

いよう、短期保険証や資格証明書の交付など

も通じて収納の確保に努めてまいりたいと考

えております。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 今ほどの答弁では、

町税のほうは比較的、98.49％ということで、

前年度分につきましては滞納がふえていると

いうことで、これは多分国保も同じ現象だと

思います。それにつきましても、町税、国保

のなかなか厳しい状態ということであります

けれども、これも公平かつ公正で丁寧な対応

に努めていただきたいと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 現在の円高、デフレの経済状況から見まし

て、内灘町の財政も国と同様に厳しい財政見

通しと思われます。他の市町村では企業誘致

などによる税収確保に努めていますが、しか

しながら、今ほどの円高、デフレ状況では企

業誘致等はなかなか厳しい状況にあると思わ

れます。 

 そういった中で、当内灘町においても、今

後、例えば太陽光発電いわゆるメガソーラー

などの自然再生エネルギー企業の誘致なども

対策の一つと考えられますが、これからの当

町の財源確保にどのような対策を考えておら

れるのか、お伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫まちづくり政

策部長。 

 〔まちづくり政策部長 中西昭夫君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【中西昭夫君】 ただ

いまの財源確保についてのご質問にお答えい

たします。 

 長引く景気低迷により税収の減収が続く一

方、尐子・高齢社会への対応など新たな行政

需要はますます拡大し、地方財政を取り巻く

環境は厳しさを増しております。 

 平成24年２月に第２次の内灘町行財政改革

实施計画を策定し、これからの行財政改革推

進のための改革プログラムを示しております。

その中で、自主財源の確保につきましては、

税、公共料金の収納率の向上、施設使用料の

検討、未利用地、遊休地の有効活用の推進、

民間企業等の誘致などを掲げ、継続的に取り

組んでいるところであります。 

 今後も、これらの改革プログラムの实行に

より財政基盤の強化を図っていきたいと考え

ております。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 先ほどからお聞きし

ますと、いわゆる収入に占める町税等は、こ

の内灘の土地柄といいますか、比較的安定は

しているということですけれども、自主財源

のいわゆる確保について、今ほどありました

収納率もありますけれども、特に今後そうい

う、何といいますか民間企業の誘致とか、そ

れらについて具体的に今後進めていただきた

いと思います。 

 それと、もう１点お聞きしますけれども、

遊休地、例えばそういうものについて具体的

なことがありましたらお聞きをしたいと思い

ます。 

○議長【夷藤満君】 中西まちづくり政策部

長。 

 〔まちづくり政策部長 中西昭夫君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【中西昭夫君】 未利

用地、遊休地の活用等に関するご質問にお答
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えいたします。 

 未利用地、遊休地につきましては、平成20

年度だったと記憶しておるんですけれども、

処分等の实施を行っております。現在につき

ましては、具体的な未利用地の活用等につい

ては、今の段階では具体的な計画等について

は策定はしておりません。今後、有効活用に

向けて検討していきたいと、そのように考え

ております。 

○議長【夷藤満君】 答弁が終わりました。

よろしいですか。 

 ７番、恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 それでは、私の質問

はこれで終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口裕子議員。 

   〔11番 水口裕子君 登壇〕 

○11番【水口裕子君】 2012年12月議会で通

告による一般質問をさせていただきます。 

 まず、第１点目です。原発に頼らず自然エ

ネルギーを推進していくと言う八十出町長に、

市民発電所についてお尋ねいたします。 

 内灘町でもメガソーラーが動き出そうとし

ています。500世帯分の電気をつくり出すとい

うこのメガソーラー発電所は、自然エネルギ

ーの推進を掲げる内灘町にふさわしい取り組

みと思っております。 

 日本が原発から卒業していくためにも、地

域の電力は地域で生み出すエネルギーの地産

地消が大切な時代になっております。 

 内灘町は、再生可能エネルギーについて今

までも積極的に取り組んできて補助金制度も

多様です。太陽熱温水器への補助金は石川県

で初めてでしたし、バイオマスや小型風車へ

の補助金なども時代を先取りしております。

中でも、太陽光発電への補助金はぬきんでて

きましたし实績もあります。 

 福島原発の事故を受けて太陽光発電への視

線は全国でますます熱くなっておりますが、

やはり載せようと思うと200万、300万の資金

が必要ということで、二の足を踏む人が多い

のも現实です。また、家の構造に問題があっ

て載せられないという方もいます。 

 そんなとき、意欲はあるけれどもそういう

ふうな問題がある方が10万円、20万円の出資

を小口で出して、例えば10万円が20人集まれ

ば200万円。それでソーラーパネルを公共施設

の屋根、保育所とか公民館とかの屋根に設置

し売電できるという方法になれば、次の世代、

孫の世代のために出資してみよう、出資して

やろうという方はたくさんいらっしゃるので

はないでしょうか。 

 私は、輪島市に市民風車「のとりん」を建

てる活動をしていたＮＰＯのお手伝いをして

いましたが、そのとき４億円という建設費は

全部全て全国から一般市民の小口出資を集め

て賄われました。 

 このたび、そのＮＰＯグループの方々と長

野県の飯田市へ、おひさま発電所・おひさま

進歩エネルギー有限会社の原社長のお話を聞

きにいってまいりました。ここは産官民の連

携で、市民の出資に官が保育所や公民館の屋

根を貸し出し、民間事業者、おひさま進歩エ

ネルギーがソーラーパネルを設置する取り組

みで、2004年より2008年度にかけて設置した

パネルは合計162件、1,281キロワットにもな

ったそうです。その後も事業は順調に進んで

おり、現在は地域ＭＥＧＡおひさまファンド

に取り組んでいて、全国から277件２億7,000

万円、１件当たり約100万円の出資が集まって

います。 

 子供の未来の安全のためにという考えに加

えて、電気の全量買い取りが始まったので、

今後はますます伸びていくだろうというお話

でした。 

 先日も、この原社長が金沢に来られて講演

会がありました。原さんのお話では、自治体

（飯田市）が真ん真ん中に入って音頭を取っ

たというものではないけれども、当初、まだ

海のものとも山のものともつかないときに市
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が地元の信用金庫への信頼を取りつけてくれ、

その後もずっと自治体が名前を上げて支援を

続けてくれていると。そういうことで成功の

大きな鍵になりましたということをおっしゃ

っていました。 

 講演会には、金沢市、白山市、あちこちか

らの事業者にまじって金沢市の職員さんも参

加されていました。金沢では、山野市長が市

民発電所に意欲を持っておられるとお聞きし

ております。 

 内灘町でも、ぜひこのような取り組みが進

んでほしいと思うのですが、まだＮＰＯや事

業者が声を上げているというところには至っ

ておりません。 

 しかし、既存の建物、特に公共施設の屋根

を利用するようなやり方、そして小口でやっ

ていけると、大口でなくても一人一人が割と

手軽に参加できるということでは、この内灘

町にとても適しています。既存の大きなメガ

ソーラーももちろんいいことですけれども、

土地の限られている内灘町にとって、既存の

建物の屋根を借りていくやり方はとても合っ

ているのではないかと思うわけです。この自

然エネルギーに対する住民の関心もいよいよ

高まっていくものと思われます。 

 また、この住民、町民だけでなく、全国か

ら集まってくる出資金を、飯田市は地元の信

用金庫で扱うという方法でお金を地元で回す

ことにも成功していらっしゃいます。飯田信

用金庫という名前の信用金庫がありましたけ

れども、本当にメガバンクの建物かと見まが

うばかりに立派でした。これはここの地元の

信用金庫をみんなで育てていっているという

ことです。 

 内灘町でも、地産地消の自然エネルギー拡

大の点からも、地元経済の活性化の点からも、

飯田市に倣って市民おひさま発電所に取り組

んでいってはいかがでしょう。お隣の福井や

富山でも同じ取り組みが進んでいます。 

 まずは啓発のために、先ほどから申し上げ

ました原社長のような、そういった専門家を

お招きして市民発電所の学習からということ

になるかと思いますが、この事業への町の展

望はいかがでしょうか。お考えをお聞かせく

ださい。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 水口議員の市民発

電所につきましてお答えをしたいと思います。 

 昨年の３・11東日本大震災以降、我が国の

これからのエネルギー政策をめぐって、まさ

に国民的議論が巻き起こっているところでご

ざいます。こうした中、無尽蔵と言ってもよ

い太陽光や風力など、自然の力を利用いたし

ました再生可能エネルギーの導入拡大の機運

はますます高まってきていると思っておりま

す。 

 ご案内のとおり、当町においてもいよいよ

明年４月から民間事業者による2,000キロワ

ットのメガソーラー（太陽光発電施設）が稼

働する予定となっているところでございます。

これは地球温暖化の防止に貢献するとともに、

「エコタウン内灘」の推進に向け、町のＰＲ

も含め大きく寄与していくものと期待をして

いるところでございます。 

 さて、議員からのご提案がありました再生

可能エネルギーを利用した住民主体による市

民出資型の発電事業は、地域住民が発電事業

に直接投資をすることにより尐額からでも電

力供給に参画することが可能となります。こ

のことにより、住民の環境意識の向上につな

がるとともに、さらには国の固定価格買い取

り制度の追い風と相まって、今後ますますそ

の取り組みがふえていくものと、このように

思っておるところでございます。 

 県内でも現在、輪島市門前におきまして、

水口議員もかかわられました市民風車事業が

運営されているほか、金沢市内でも再生可能

エネルギーの地産地消を目指し、ＮＰＯ団体

が主体となって保育所等の屋根を利用した市
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民出資型の太陽光発電事業が検討されている

と伺っているところでございます。 

 市民出資型の場合には、事業主体や施設の

候補地あるいは事業への出資に係る法律的な

条件などさまざまな課題を解決していく必要

があると認識しておるわけでございます。現

在、町の担当職員が、さきに申し上げた金沢

市内における市民出資型太陽光発電事業の勉

強会に参加をしているところでございまして、

情報の収集と課題の整理等を現在行っている

ところでございます。 

 今後は、内灘町における市民発電所はどの

ような形での事業の展開がふさわしいのか、

そして講師の招聘も含め、町としてどのよう

な支援が可能となるのか、そんなことを鋭意

研究をしてまいりたいと、このように考えて

いるところでございます。 

 あわせて、町民の皆様に市民発電所の参加

の機運の盛り上がりを促すためにも、自然再

生エネルギーの重要性などについてさらに積

極的に情報を発信していきたいと考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ぜひとも希望の持て

る未来をということで、積極的な取り組みを

お願いしたいと思います。 

 また、町のＰＲということを今ほどおっし

ゃいましたけれども、輪島のほうの風車など

ですと、町外、市外からの出資者の人たちが

自分の出したお金がどういうふうに使われて

いるか、そしてどんなふうになっているかと

いうことで、いろいろお祭りなどの際には出

かけてきて、自分のお金の使われ方をしっか

りと見るためにたくさんの人が集まってくる

とそういった効果もありますので、またそち

らのほうもお考えください。 

 そして、その学習会などをしていっていた

だけるということで大変ありがたいと思いま

すけれども、この学習会などにも、やはり今、

講師招聘などの資金といいますか、お金がか

かることでありますが、この間、全員協議会

で八田議員が今のメガソーラーに土地を貸し

た、その土地の賃貸料を一般会計に入れるよ

りは、特殊な、特別なこの自然エネルギーを

ふやしていくための会計に積み立てていって

はどうかということをおっしゃいました。私

も本当にそれはいい方法だなと思いまして、

その積み立てによってこういった費用が賄わ

れていくようになっていけばいいなと思いま

すので、また考えてみてください。 

 では、その市民発電所についてはここで終

わりまして。 

 次に、現在实施されているソーラーパネル、

その設置の補助金についてお伺いいたしたい

と思います。 

 今、町は、先ほども申しましたように、積

極的にソーラーパネルに補助金を出してくだ

さっているわけですけれども、せっかく町が

出した補助金が町外に流れていくのは、やは

り残念なことです。補助金を使ったパネル設

置事業の町外と町内の業者、どのような割合

になっているかということがわかりましたら

教えてください。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの太陽光

発電システムの設置費補助金の質問になりま

した。 

 その太陽光発電システムの設置費補助金申

請者は、昨年度全体で31件でありました。そ

のうち、町内業者を使った件数につきまして

は２件ということでありました。今年度は全

体で20件あるんですが、まだ町内業者の方が

いないということでございます。 

 議員おっしゃったように、地元の業者に元

気になってもらうために、ぜひとも町内業者

を使った場合の優遇策等を他自治体等の事例

を参考にしながら検討してまいりたいと思っ

ているところでございます。 
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○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 よろしくお願いしま

す。 

 このエネルギーの項の最後に、今後も原発

には頼らず自然エネルギーに積極的に取り組

んでいくという八十出町長に確認させてただ

きたいと思います。 

 国政選挙のさなかです。日本の未来をどう

するのか、とりわけ原発をどうしていくのか

は第一の争点にしなければならない問題のは

ずです。 

 ところが、福島原発事故の責任を誰もとら

ず、福島の方たちを絶望のどん底に置き去り

にしたまま、30年代には脱原発とか40年後だ

とか平気で言って党勢の拡大に血眼になって

いる政党や、原発なんか大した問題ではない

と言う政党などがばっこしています。 

 何かあってからでは、何かあってからでは

遅いのです。この地震大国日本で原発を再稼

働させる。本当に何かあってからでは遅いん

です。原発をどうするか、パブリックコメン

トで集まった国民の多くの声は即脱原発だっ

たのに無視されています。 

 けれど、そんな中で脱原発に向けてしっか

りと方向を定めているところもあります。私

たちは本物を見抜く目を、子供たちの未来へ

の責任として持たなければならないと思って

います。 

 それは国政選挙ばかりではありません。身

近な町の選挙もまたしっかりと目を見開いて

見きわめていかなければなりません。 

 ことしの夏、防災の学習会で原発事故の被

災地視察に、石川県では県知事はもちろん、

防災担当の県の職員さえも行ったことがない

と聞いたときには本当にがっかりし、この石

川県に希望を見出せなかったのです。せめて

しっかりと現地を見て、考えて、行動してほ

しいと思ったものでした。 

 福島をその目で見てきたという首長は、石

川県の中では八十出町長だけなのでしょうか。

本当にその点、もっとたくさんの方々に現地

に入っていただきたいものだと思います。八

十出町長には、そのとき受けた衝撃を持ち続

け、内灘町民のためだけでなく、広く県民に

語り続けていただきたいと思うものです。 

 このたびの町長選挙で、八十出町長は原発

を推進する党へは推薦を求めず、町民党とし

ての道を選ばれたのだと私は理解しておりま

す。町民党の立場は、住民が主役で協働のま

ちづくりを進められる町長にはふさわしい選

択だと思います。 

 一党一派に偏らないで、どんな立場の人に

も公平な対応を続けていっていただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。町長の覚悟

とお考えをお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 水口議員の今の質

問にお答えをしたいと思います。 

 原子力発電に関して私の基本姿勢は、これ

までどおり脱原発、自然エネルギーを初めと

する再生可能エネルギーの推進であります。 

 私が町民党を標榜していることは、各政党

間において争点の一つになっています原子力

発電に関する政策だけを直接的に結びつけて

考えているものではございません。私は町民

の生命、財産を守り、安心・安全対策に努め

ていかなければならないという立場から、さ

きの３・11東日本大震災を踏まえて、原子力

防災についてもでき得る限りの意を注ぎ取り

組んでいかなければならないと、このように

考えているものであります。 

 町長に就任以来、町民の誰もがいつでも安

心して安全、快適に暮らせ、また町民が誇り

の持てるまちづくりを基本理念として、町民

が主役で町民との協働のまちづくりを目指す

スタンスから、みずから町民党を表明してい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 
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○11番【水口裕子君】 住民が主役、協働の

まちづくり、自然エネルギー、そして脱原発

の姿勢を堅持していっていただきたいと思い、

その道を八十出町長が歩かれる限り、私もと

もに歩きたいと思います。 

 さて、２番目の質問、福祉避難所について

です。 

 去る12月４日、町民ホールで避難所体験が

ありました。例年は障害のある人たちと楽し

く交流しているイベントですが、昨年の避難

訓練に続いて、ことしは、大きな災害があっ

たときに障害のある人たちの避難場所はどう

なるのだろうという思いで实施されました。 

 わずか４時間の取り組みでしたが、ふだん

の訓練にはなかなか参加できない障害のある

方たちには、非常食のアルファ米も珍しかっ

たようで好評でした。段ボールで家族のスペ

ースを町民ホールの中に確保し合い、障害者

のいる擬似家庭を体験し、聴覚障害体験とし

て無言ゲームをしたりしたのですが、最後に

町長を迎えて意見交換会がありました。例年

はこの場をおかりして模擬議会があるのです

が、ことしは町民ホールで意見交換会があり

ました。 

 そこの場所で、いつもボランティアで来て

くれる星稜大学の学生さんから「短い時間で

すから今回は問題ありませんでしたが、何日

も何カ月にもなったら、特に精神的に障害の

ある人は本人も耐えられないでしょうし、耐

えられなくなって騒いだりする障害のある人

に周りの人もまた耐えられなくなってしまう

と思います。別の避難所が必要です」という

意見が出されました。これは、あのとき町長

もしっかりと聞いていただいたと思います。 

 私が今回質問しようとしていた趣旨そのも

のを、若い大学生の彼女が代弁してくれたわ

けです。夕陽ケ丘苑以外にも、精神障害や発

達障害の人たちのために福祉避難所を準備し

てくださいと昨年取り上げさせていただきま

した。その後どうなりましたでしょうか。ま

た今後どうなりますか、お伺いいたします。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 福祉避難所につ

きまして、私のほうからお答えいたします。 

 福祉避難所につきまして、一般的な避難生

活で何らかの配慮が必要とされる高齢者、乳

幼児並びに障害をお持ちの方々が避難する施

設として、本町では昨年、社会福祉法人内灘

町福祉会と協定を締結し、特別養護老人ホー

ム夕陽ケ丘苑を福祉避難所に指定いたしてお

ります。 

 その後、町内での福祉施設や近隣市町での

可能施設がないか、福祉避難所の指定に向け

た検討をしておりました。 

 しかしながら、町内には障害者の入所施設

がないことから、既存の児童デイサービスセ

ンターや就労支援施設などの民間の通所施設

において福祉避難所としての受け入れが可能

かどうか、早急に協議してまいります。 

 また、福祉施設でなくても現指定避難所内

で別审を確保することも一つの方法だと思い

ます。 

 県では精神保健医療班を派遣するという制

度がありますので、そこで活動していただく

ということも方法だと思っております。 

 地域防災計画見直しの中でその指定が加え

られるように早急に民間福祉施設、そして県

と協議を進めてまいりたいと思っております。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ぜひその方向でお願

いいたします。 

 別审という方法もあるということで、確か

にどこかに避難所を決めていただいてもすぐ

にはそこへ皆さんが行くことはできないわけ

で、近隣の公民館、学校、そういったところ

にお部屋があれば大変助かるかなと思います

けれども、また、一緒にそこに避難している

人たちとの公平というか、そういうふうな問

題も出てこないとも限りませんので、また当



 －51－ 

事者の方たちともよく相談し合って決めてい

っていただきたいと思います。お願いします。 

 では次に、ことしのこの避難体験イベント

に向けて、私は自分なりに発達障害や精神障

害の人たちに、このような場合どういうふう

に対応していけばいいのかということをイン

ターネットなどを使って事前学習をしてみま

した。そして、なかなか難しいことではある

けれども、ふだんから心がけていればまた乗

り切っていけるものであるなということもわ

かりました。 

 保育所や学校関係者に向けては、この障害

について理解を深め対応方法を学ぶための講

座で保育士さんや小学校、中学校の先生など

は学んでこられたと思いますけれども、災害

時の非常時にどんな状況が発生する可能性が

あるか、どうパニックなどを起こしている方

に対応すればいいか、またはそのパニックを

できるだけ起こさないように対応していくに

はどんな配慮が必要かなどについての学習は

今までなかったのではないかと思います。 

 阪神・淡路大震災では障害のある人や女性

への差別や暴力があったそうですが、東日本

大震災でもまた同じことが繰り返されました。

でも尐なくはなってきているし、そして問題

も表面化するようになって公的に語られるよ

うになり、私たちはこのようにして学んでい

くことができるし、学びを通してよりよくし

ていくことができます。 

 そこで町にお尋ねします。発達障害や精神

障害についての基礎から対応まで、災害時の

視点で学ぶ学習会を開催し、防災の第一線で

働く方たちから一般町民までが学んでいける

場所を提供していただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 ただいまの啓

発、周知等について私のほうから。 

 発達障害や精神障害の方々の災害時におけ

る身体的、精神的な状態の変化やそのときの

接し方、支援の仕方などを事前に学習してお

くことは、議員ご指摘のとおり、大変重要な

ことであるというふうに認識しております。 

 来年４月に施行いたします障害者総合支援

法におきましては、障害者や障害児に対する

理解を深めるための研修、それから啓発事業

が地域生活支援事業として位置づけられてお

ります。制度の上におきましても、障害者へ

の総合的な支援体制への整備が進められてい

るというところでございます。 

 町といたしましても、今後、障害に関する

啓発事業等を通して、障害者の方が地域社会

において健常者とともに互いに認め合い、助

け合いながら生きる共生社会がさらに認知さ

れますように、また社会的障壁がさらに取り

除かれるよう、事業实施に向け取り組んでま

いりたいというふうに考えております。 

 さて、ご質問の発達障害や精神障害につい

ての基礎から対応まで、災害時の視点で学ぶ

学習会等の開催の件につきましては、今ほど

申し上げました、この検討しております研修、

啓発事業を实施していく中で対応できるよう

に検討を進めてまいりたいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 先ほど申し上げまし

たように、教育関係とか保育関係とか、そう

いったところでは割と認識が進んでいると思

いますけれども、防災は５階かと思いますけ

れども、防災のほうでまたしっかりとよろし

くお願いいたしたいと思います。 

 きのう、余りにもタイミングよく北朝鮮の

ミサイル騒ぎが起きました。本当に、藤村官

房長官ですか、何かが言われた途端に飛んで

きて驚いたんですけれども、戦争が好きな人

たち、戦争でもうける人たち、そういう人た

ちの荒々しい足音が響いてくるようで、本当

にこのままでいいのかという気が、午前中、
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北川議員が中日新聞を引いてお話しされまし

たけれども、私も同じように思います。 

 「戦争というものは、じいさんが言い出し

て、おやじが決め、若者が死にに行かされる

ものだ」と言われております。現在の政治状

況ではそこにつけ加えなければなりません。

「戦争は、じいさんが言い出して、おやじが

決め、若者が死ぬために行かされる。とりわ

け格差社会の中ではじき出された非正規の若

者が死にに行かなければならない。そのため

の格差社会」とつけ加えたいと思います。 

 アメリカでは既に、家族の健康保険のため

に……。 

○議長【夷藤満君】 水口さん、質問でしょ

うか、それは。質問でしょうか。 

○11番【水口裕子君】 はい。 

○議長【夷藤満君】 それは質問ですか。 

○11番【水口裕子君】 意見です。 

○議長【夷藤満君】 通告にないので、通告

にないことはお控えください。 

○11番【水口裕子君】 前振りやったらよろ

しいんでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 前振りでも、それは質

問に入る段階でしたらそれで結構ですけど、

今はもう質問は終わったんですか、そしたら。 

○11番【水口裕子君】 はい、終わりました。 

 今までも後に話させていただきましたので

きょうも話させていただきたいと思ったので

すけれども、もしあれでしたらこれで一般質

問は終わらせていただきます。 

 ぜひ戦争のない世の中に、このまま続けて

いってほしいという願いを込めて終わります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【夷藤満君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後３時10分といたします。 

           午後２時54分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後３時10分再開 

    ○再   開 

○議長【夷藤満君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 10番、清水文雄議員。 

   〔10番 清水文雄君 登壇〕 

○10番【清水文雄君】 議会会派社民クラブ

の清水でございます。 

 通告に基づいて一般質問を一問一答方式で

させていただきますので、ぜひともよろしく

お願いをいたします。 

 まず最初の質問は、コンフォモール内灘に

ついてでございます。 

 ご存じのとおり、コンフォモール内灘は

2007年、大京が開発を進める複合商業施設と

して11月23日にオープンをいたしました。あ

れから５年が経過をいたしております。 

 ご存じのとおり、当初、この大京の開発計

画は、1990年のバブル期に大京が石川県土地

開発公社から砂丘地17万4,000平方メートル

を約38億円で買収をし、900億円を投じてリゾ

ートマンションやホテル、ショッピングセン

ターなどを開発をするという壮大な計画でご

ざいました。 

 しかし、バブル崩壊で計画は大幅な規模縮

小を余儀なくされ、宅地分譲は始まったもの

の、商業施設開発のめどがつかないために、

大京は自社開発を断念して土地を他の開発業

者に賃貸する方針に切りかえるなどして、实

に17年もの年月が経過する中で、現在の八十

出町政によって、このコンフォモール内灘の

商業施設開発というのが实現をしたものでご

ざいます。 

 2010年12月に、所有権が株式会社大京から

他社に移っております。このこと一つを見て

も、企業誘致というのは文字どおり「言うは

やすく行うはかたし」というのが現实ではな

いかなというふうに考えるわけでございます。 

 コンフォモール内灘もオープンから５年が

たち、この間、Ｃゾーンではクスリのアオキ
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が2010年に撤退をして以降、専門学校や商業

施設、企業など幾つかの誘致の動きについて

議会に対して報告がありました。現在、その

現状というのはどのようになっているのか、

お聞かせをお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 清水議員の一般質

問でコンフォモール内灘についての現況につ

いてというご質問にお答えしたいと思います。 

 コンフォモール内灘は、今ほどもお話あり

ましたように、平成19年11月にグランドオー

プンをし、Ｃゾーンにつきましてはクスリの

アオキのみの出店であったために商業施設誘

致に取り組んでまいったところでございます

が、誘致に至らず、平成22年の９月にクスリ

のアオキが撤退をしていったところでござい

ます。 

 クスリのアオキ撤退後も所有者と協力し積

極的に誘致活動を行い、一昨年にはペット専

門学校の計画も大きく新聞報道に取り沙汰さ

れましたが、学校の集積ができずに平成23年

７月には計画を白紙に戻したところでござい

ます。現在は、旧アオキの建物は、平成23年

10月から３年間の予定で貸し倉庫に活用され

ている状況でございます。 

 コンフォモールＣゾーンでの企業誘致につ

きましては、今年度に入ってからも各種事業

者に積極的に働きかけを行ってまいりました。

最近では、商業施設ではありませんが、雇用

者が1,000人規模のコールセンター誘致のお

話がございました。石川県とともに誘致の働

きかけを行いましたが、雇用者の確保が難し

い、こんな理由で誘致に至らなかったところ

でございます。 

 また、現在も商業施設の誘致活動を行って

いる案件もございますが、交渉中の企業の意

向によりまして現在は情報を公開できません

が、話が進めば議会にもお示しをしたいと思

っているところでございます。 

 今後も引き続き、所有者、石川県と連携を

密にしながら積極的に企業誘致活動を行って

まいりたいと、このように思っているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 現状についてはなか

なか相手があることですから難しいと、いろ

んなさまざまな状況があるというふうに思い

ます。 

 しかし、問題は尐し違うんですけれども、

今、この議会の先日の全協の中ででも、株式

会社湯来楽から議会に対して、ほのぼの湯の

代替施設として業務提携をしてほしいという、

そんな陳情が既に出されています。 

 これの問題の根本には、やっぱりコンフォ

モール内灘のにぎわい創出というのが欠かせ

ないんではないか。すなわち、当初計画を推

進して現在空き地となっているＣゾーンの商

業施設企業誘致が進むか進まないのかが、や

っぱりほかの施設にも大きく関係をしてきま

すし、そういう意味では当初計画の推進に向

けたＣゾーンの今後の展望というのが非常に

大事だというふうに思うわけでございます。 

 町長、今の答弁の中で幾つかだめになった

ことを企業誘致を挙げられましたけれども、

今後の展望みたいなものがあるのなら、町と

しての考え、方向性をいただきたいというふ

うに思うんですけど。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 清水議員のＣゾー

ンの今後の展望ということであります。 

 町といたしましても、現在の状況が続けば、

今ほどもお話がありましたように、町のにぎ

わいが失われ、既存の商業施設にも影響が出

てくるんではないかと危惧をしているところ

でございます。 

 今までの事業者との交渉の中では、白帄台、

コンフォモールＣゾーンともに、内灘町での
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商業施設の誘致については、町が海に面して

いることなどから商圏人口が広がらないため

に難しいと言われているところでございます。 

 しかしながらご案内のとおり、平成25年の

４月から能登有料道路の直線化、そして無料

化や、平成27年３月までには白尾インターか

ら大根布ジャンクションまでの間が４車線化

になるという、ここ数年で交通アクセスが著

しく向上するということでございますので、

町が一丸となって、誘致の条件や企業進出の

ための協力体制を整えてこれまで以上に努力

していけば誘致の可能性はあると、このよう

に思っておるところでございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 今ほど展望があると

いうことで答弁をいただきました。 

 企業誘致については、この間、インドＩＴ

企業の誘致やら、さらには北部地域でのアウ

トレットモールの誘致、さらには白帄台の用

地への商業施設の誘致、そして現在は自然エ

ネルギー促進に向けたメガソーラー企業の誘

致、それとホテル企業の誘致が現在進められ

ているわけであります。 

 今、どこの自治体でも北陸新幹線開業に向

け、地域の商工業を初めとした活性化を課題

として取り組みが進められています。言って

みれば、本当に自治体同士が競争をして、尐

しでもやっぱり地域、自治体のにぎわいをつ

くろうということでまちおこし、村おこしも

含めてやっている状況でございますが、我が

内灘町も他の自治体に、津幡やかほく市や金

沢市、近隣の市や町におくれることなく、負

けることなく商業施設、企業誘致を推進して

いかなければならないというふうに思うわけ

でございます。 

 八十出町長の決意をお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの私の決

意を述べよということであります。 

 今年度に入りまして、メガソーラー、ホテ

ルのほか、白帄台、コンフォモールＣゾーン

の商業施設の誘致活動など積極的に誘致活動

を行っているところでございます。 

 平成26年度末の北陸新幹線金沢開業まで残

り時間は尐なくなってまいりました。この千

載一遇のチャンスを決して逃すことなく、こ

れまで以上に強い決意を持って、土地利用計

画に沿った町の活性化につながる企業誘致に

全力を注いでまいりたいと、このように思っ

ておるところでございます。そのためにも議

会の皆様のご支援、ご協力をより一層お願い

したいということでございますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 町民福祉の向上に向

けて、やっぱりそれは町も議会も一体となっ

て進めていかなければならないというふうに

私は認識をいたしておりますし、ぜひとも他

の自治体に負けないようなすばらしい内灘町

というものを、活気ある、にぎわいのあるま

ちづくりをこれからも進めていっていただき

たいというふうに要望をいたして、次の質問

に移らさせていただきます。 

 ２つ目の質問は、子どもの権利条例につい

てでございます。2012年度の計画等について

お伺いをいたします。 

 内灘町子どもの権利条例、これは町制施行

50周年のことし１月１日に施行されました。

この条例は、町で育つ子供の健やかな成長を

願い、子供の権利の保障のあり方や施策の進

め方について定められています。全ての子供

が幸福に暮らせるまちづくりを進めることを

目的としたものであります。 

 条例は、これをつくるために内灘町子ども

の権利条例検討委員会の皆さんが２年10カ月

にわたり検討を重ねて、子どもの権利アンケ

ートやらパブリックコメント、意見交換、そ

して議会の議決を経て制定をされたものであ

ります。 
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 今後、これから内灘町の未来を担う子供た

ちの権利に関する諸施策を推進していかなけ

ればならないわけでありますけれども、苦労

してすばらしい条例をつくっても、「仏つく

って魂入れず」ということになっては大変残

念なことでございますし、そういう意味でも

この条例が生かされるようにこれから進めて

いっていただきたい、そんなことを含めて質

問をさせていただきたいと思います。 

 まず、文教福祉常任委員会でも出ておりま

したが改めてお聞きします。子ども権利条例

の具体的行動の計画はどのようにしていくの

か、まずはお尋ねをいたします。 

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 清水議員の子ども

の権利条例に関するお尋ねにお答えをいたし

ます。 

 内灘町子どもの権利条例は、今ほどのご質

問の中にもございましたが、平成21年の１月

から子どもの権利条例検討委員会がその策定

作業を開始いたしまして、平成23年12月議会

で議決をいただき、町制施行50周年に当たる

本年１月１日に施行されました。 

 本年度は、推進計画を策定するために、子

どもの権利条例推進計画検討委員会が10月に

組織されました。現在までに３回の委員会を

開催いたしております。 

 この委員会で現在検討していただいている

推進計画につきましては、この計画の基本理

念、基本目標、基本施策を定めるものでござ

いまして、今後は实際に活動していただく子

ども会など各種団体あるいは学校や保育所、

子育て支援センターなど行政機関が子どもの

権利条例を推進していく上での指針となるも

のをつくっているわけでございます。 

 この指針に基づきまして、来年度からは各

種団体等がおのおのの实情に合った計画を策

定し、子どもの権利条例の推進に努めてまい

りたいと、そのように考えております。 

 例示的に具体的なことを申し上げれば、小

学校の道徳教育に教材として用いることや、

町子ども会連絡協議会の行事の中で子供の権

利について学ぶ機会を設ける、そういったこ

とも予定をいたしておるところでございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 今ほど教育長のほう

から答弁をいただきました。 

 私も文教福祉常任委員のメンバーでござい

まして、その中で計画が提出をされました。

あえて本会議の中で質問させていただくのは、

やっぱり計画そのものが出てくるのが遅いと

いうのが一つございましたし、１月にできて

予算がついたのが４月ですから、そういう意

味では、やっぱり10月にその策定委員会が開

催をされたというのが遅いという印象もござ

いまして、そういう意味では、これから計画

というのが会議の消化をして、言ってみれば

機械的に動いていく危険性があるんではない

かなと。 

 もちろん中身の問題もあるわけでございま

すけれども、子供たちが主体となるための、

子供たちの声が届くには、例えば子ども会議

が計画では１回というふうになっておるわけ

です。そのことで十分と言えるのかなという

ふうに思いますし、そんな機械的なことをや

っていたら行政主導のいわゆる機械的な、形

式的な運営になってしまうんじゃないか。む

しろ、もっと会議を回数で縛る、まあまあそ

れは回数も要るかもしれませんけれども、柔

軟に持っていく必要があるんではないかなと

いうふうに思うわけですけれども、その点に

ついての所見をお願いをしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 西尾教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 今ほどのご質問に

お答えをいたします。 

 検討委員会が４月からできるはずがなぜ10

月になった、遅いんじゃないかということで
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ございます。 

 まずその点についてでございますけど、こ

のほぼ３年近くにわたって条例検討委員会を

主導してきたといいますか、その中心になっ

て委員長役を務めてくださっていた、その先

生を抜きにして实施計画を立てるというのは、

かなり实施計画としては内容的に薄いものに

なる可能性があるということで、その先生に

ぜひともその計画段階でも中心になっていた

だきたいと、このように考えたわけでござい

まして、その先生の仕事の都合上もありまし

てどうしても前半は就任できない状況である

ということから、これはこの秋にスタートす

るような、そういうことが一つのおくれた理

由の一つでございます。 

 しかし、この委員会は、学識経験者、公募

による町民、それから各種団体を代表する

方々あるいは関係する行政機関の職員と、そ

ういった子供と深くかかわりを持つ委員の皆

さんに委員会の委員をお引き受けいただいて

おりまして、この委員の皆様の非常に活発な

議論が現在なされているところでございまし

て、清水議員ご指摘の行政主導で形式的な、

そういった推進計画になるという懸念はない

と、そのように考えております。 

 今後は、推進計画を策定する際にその意見

を聞くことも条例で規定されております子ど

もの権利委員会と子ども会議、こういったも

のを開催した上で、その意見を踏まえて推進

計画を取りまとめるということになっておる

わけでございますけれども、これらの委員会

等につきましても行政主導とならないように

検討委員会の委員の皆様ともよく協議をしな

がら、各種会議の開催回数や検討の期間につ

きましても柔軟に対応し、よりよい推進計画

が策定できるよう、そのように進めてまいり

たいと考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 中身はそういうこと

であれば、むしろきちっとやっていってもら

いたいというのが要望でございますけれども、

柔軟というのは、この委員会が年度末になっ

たから今年度でそれで終わりだよという形じ

ゃなくて、策定委員会でいいものができなか

ったら年度をまたいででもやっていく、そん

なことも含めて考えられているのかどうか、

お願いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 西尾教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 今ほどのご質問に

お答えいたします。 

 この推進計画につきましては、先ほども申

し上げましたように、３年近くもの長い年月

をかけてつくり上げた大変すばらしい条例を、

その条例に規定する子供たちの社会を具現す

る、そういう大切な計画であると認識いたし

ております。 

 したがいまして、この推進計画は实効性の

あるものでなければならないと、そのように

考えております。しかも、その实効性は行政

主導でいう实効性ではなく、本当に子ども会

であるとか、そういった民の組織の人たちも

十分に主体的に行動するような、そういう計

画でありたいと考えております。 

 柔軟性というのが年度を越える越えないと

いうことも今ほど言及されましたけれども、

これもこの検討委員会の審議の中で、その年

度を越えるか越えないか。できれば予算での

物の考えは時間的に律していくという意味で

会計年度の考えがございますので、そういっ

た秩序もしっかりと守りながら、しかも实効

性を求めた、そういう委員会審議を今後とも

続けていきたいと、そのように考えておりま

す。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひとも行政主体じ

ゃなくて、町民、子供たちが主体となったも

のになっていくよう、实効性のあるものにな

っていくようお願いをしておきたいと思いま
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す。 

 今ほど答弁にもございましたけれども、实

効性のあるものにしていくためには、まずは

大人はもちろんでございますけれども、子供

たちへの条例の啓発というのが重要なポイン

トになるというふうに思います。条例ができ

たことも今住民の方たち、子供たち自身も理

解をしていない、知らないというのが現状で

はないかなというふうに思うわけです。 

 計画の中に啓発パンフレット作成というこ

とで、これ全戸配布というふうになっておる

わけでございますけれども、私は子供用のパ

ンフレットというのが準備をされているのか

どうかをお聞きしたいのと、むしろ子供向け

のパンフレットというのが先にあるべきじゃ

ないかなというふうに思うんですけれども、

そのパンフレットの作成のあり方、子供用の

作成と配布についてどのように考えられてい

るのか、お伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 西尾教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 清水議員の今ほど

のパンフレットについてのご質問にお答えい

たします。 

 本年度作成を予定している啓発パンフレッ

トでございますけれども、これは一般の町民

の方たちに、こういった条例が制定されまし

た、中身はこういうものです、こういう社会

をつくっていきたいと考えていますという内

容のものでございまして、子どもの権利条例

そのものをまず町民の方たちに知っていただ

くと、そういう目的のものでございます。 

 今ほどご質問がありました子供用のパンフ

レットでございますけれども、これは先ほど

も申し上げましたけれども、道徳の教材とし

ても使えるようなもの、あるいは子ども会の

会議とかで子ども会のリーダーの人たちが子

供たちと一緒にそれを読んで理解できるよう

なものということになりますと、小学校教諭

とかそういった専門家の協力といいますか、

ノウハウがなかったらなかなかつくれないも

のでございます。これらにつきましては、平

成25年度に作成を計画いたしているところで

ございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 繰り返しになります

けれども、ぜひとも「仏つくって魂入れず」

にならんように、实効性のある条例ができて

いますから实効性のある中身を伴った子ども

の権利条例の行動計画をぜひともつくって、

これから全体で進めていっていただきたいと

いうふうに思います。 

 以上で私の質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 ３番、酒本昌博議員。 

   〔３番 酒本昌博君 登壇〕 

○３番【酒本昌博君】 議席番号３番、酒本

昌博です。 

 平成24年第４回内灘町議会定例会におきま

して一般質問の機会をいただき、通告に従い

質問させていただきます。 

 また、本日、足元の悪い中を傍聴していた

だいている皆様には大変御礼を申し上げます。 

 それでは、いじめに関するアンケートとい

うことで、皆様、「スクールカースト」また

は「学校カースト」という言葉をご存じでし

ょうか。 

 現代の日本の学校空間において生徒の間に

自然発生する人気の度合いをあらわす序列を、

インドのカースト制度になぞらえた表現で、

もともとアメリカでの同種の現象が発生して

おり、それが日本でも確認できるのではない

かということから、インターネット上で「ス

クールカースト」という名称が定着しました。 

 教育評論家の森口氏が著書『いじめの構造』

で紹介し、その後、教育や文芸批評の文脈で

議論の対象とされるようになり、それに先立

つ衆議院の青尐年問題に関する特別委員会で

参考人となった本田氏がこの言葉を紹介して
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います。 

 一昔前のように加害者、被害者だけでなく、

「スクールカースト」といった新たな用語で

つくられた複雑化していく中で多く報道され

るいじめ問題ですが、文部科学省では各都道

府県の教育委員会を通じて調査を毎年实施す

るなど、いじめの未然防止、早期発見、早期

対応につながる解決のための学校や教育委員

会による適切な対応を支援するなどのことか

らの取り組みを国として積極的に实施してい

ます。 

 それでは質問に入りますが、内灘町では早

期発見ということで、さきの９月議会で教育

長より、ことし10月から毎月１日を「心の日」

として町内全小中学校でアンケートを实施、

対応していくという答弁をいただきました。

取り組みがスタートして約２カ月たちますが、

どのような成果が出ているのか、お示しくだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 北川真由美学校教育課

長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○学校教育課長【北川真由美君】 いじめの

問題についてお答えいたします。 

 全国的に大きな社会問題となっております

いじめの対応につきまして、内灘町教育委員

会では早期発見、早期対応が何よりも大切と

の認識から町を挙げて対策に取り組もうと、

この10月から毎月１日に全小中学校で「心の

日」のアンケートを实施し、いじめを早い段

階で見つけるよう努めているところでござい

ます。 

 このアンケートにつきまして、いじめに限

らず児童生徒が現在困っていることを書く内

容となっているため、勉強のこと、友達のこ

と、進路のことなどさまざまな悩み事を書い

てくる児童がおります。このため、何か困っ

ていることがあると書いた児童生徒の数です

が、これまでのところ、10月では小学校で９

件、中学校で25件、11月には小学校で７件、

中学校で26件となっています。中学校の件数

が多いように感じます。これは、困っている

こととして勉強や進路のことに関する悩みを

記入する生徒が多いためであると分析をして

おるところでございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 その内容、重要なこ

とは特にこれを見ていると、今聞いています

と、勉強のこと、進路のことというのが一番

多いと思うんですが、学校とまた役場と教育

委員会というのはどういうような対応をお考

えなんでしょうか。一言お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川学校教育課長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○学校教育課長【北川真由美君】 これまで

のいじめなどの悩み相談に関しましては、主

に担任教諭が１人で対応することが多かった

のですが、現在、今後ですけれども、校長、

教頭、生徒指導、学年主任、多くの人数で構

成する対策チームというものを立ち上げまし

て複数人で情報共有しまして、いじめと判断

されるものに関して、加害、被害あるいは周

辺の多くの児童に詳しく状況を確認して解決

に導く指導を行っているところです。さらに

継続して毎週毎週状況を確認しながら、きち

んと事がおさまるまでチーム全体で対応を続

けていく体制をとっております。 

 また、学校だけで抱えるのではなく、教育

委員会にも逐次報告することを義務づけてお

りまして、町の教育委員会で早期解決がこれ

は困難というふうに判断いたしましたら、石

川県の教育委員会に専門アドバイザーの派遣

を要請いたしまして、さらに踏み込んだ対応

を図っているところでございます。 

 いじめというのは、単なる悪ふざけなのか、

なかなか見分けをつけるのが難しいものでご

ざいますけれども、一つ一つの事案によって

それぞれ細かい対応をしながら、どんな小さ

なことでも見逃さないという強い気持ちで多
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くの関係者がそれぞれの立場から真摯に取り

組む体制を整えまして、早期解決につながる

よう対策を行っているところでございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 校長と生徒指導等細

かく対応していくというお話でございますが、

今後とも抜かりのないようにと申しますか、

子供によってまた偏ったりするような指導が

ないように教育委員会としてもしっかり対応

していただいて、今後の子供の成長を見守っ

ていただくためによろしくお願いいたしたい

と思います。 

 それと、困っていることのうちでいじめだ

と判断されたものにはどのように対応してい

るかということと、アンケート等の实施によ

って、児童や教師など学校のほうには変化が

あったのでしょうか。その点をお願いいたし

ます。 

○議長【夷藤満君】 北川学校教育課長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○学校教育課長【北川真由美君】 先ほども

申しましたように、学校現場だけで抱えるの

ではなく、町全体の問題として迅速に対応を

図ろうと今しているところでございます。 

 こういった「心の日」のアンケートを毎月

实施するという取り組みですが、県内では今

大変先進的な事例として注目を集めておりま

す。 

 こういったことを行うことによりまして、

児童は小さなことでも自分の悩みを訴えやす

くなっております。小学校低学年のうちから、

してはいけないことという認識をしっかり持

つようになっています。中学校では生徒会が

いじめ撲滅宠言というものを出しております。

また、教師のほうでも絶対に見逃さないんだ

という強い心を持って、より迅速に対応する

ようになっております。どんな悩みでも必ず

聞いてもらえるという安心感が子供たちと教

師の信頼感を生んでいるように今感じている

ところでございます。 

 今後も教育現場が一丸となって、迅速かつ

正確に状況を把握し一人一人の心に寄り添っ

たきめ細やかな対応を進めながら、いじめ問

題に対応していきたいと考えています。 

 いじめの防止や解決は、学校や教育委員会

だけではなし得ることではございません。地

域の皆様、保護者の皆様のご支援、ご協力が

あってのことでございます。今後もより一層

のご支援を賜りますようお願いしたいと存じ

ます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 それぞれの立場から

真摯に対応する体制を整えるということで、

しっかり守っていっていただきたいと思いま

す。 

 それでは、次の質問に移らさせていただき

ます。 

 大雤時などによる内水氾濫についてという

ことでございます。 

 近年、日本はもとより世界各地で異常気象、

大雤、異常高温などに見舞われております。

気象庁では過去30年の気候に対して著しく変

化を示した天候を異常気象と定義しているそ

うですが、余りにもその頻度が多いことから、

その言葉も見直す必要があるのではないかと

考えているくらいです。 

 2012年度の新語・流行語大賞のトップテン

の中に「爆弾低気圧」という言葉が選ばれま

した。爆弾低気圧とは、中心気圧が24時間で

爆発的に発達する温帯低気圧のことだそうで

す。この低気圧の影響で記録的な強風が吹き

荒れ、全国各地でたびたび大きな被害をもた

らしたことからそういう新語が生まれたので

はないでしょうか。 

 先月、12月６日の明け方から北日本の日本

海側で大荒れの天候となり、各地で12月とし

ては記録的な強風が吹き荒れ、爆弾低気圧で

大荒れとなり、各地で被害が多発していると
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報道されていました。内灘町でも強風が吹き

荒れ、街路樹や街灯、標識、看板等が倒れた

と伺っております。 

 一方、大きな水害としてまだ記憶に新しい

のですが、平成20年７月28日の朝、金沢市の

山間部の突発的で局地的な豪雤、いわゆるゲ

リラ豪雤により浅野川が氾濫し、湯涌温泉街

とひがし茶屋街周辺が浸水被害を受けました。

一時２万世帯、５万人に避難指示が出されま

した。これからも近年の異常気象をもたらす

のではないかと思われます。 

 そこで、内灘町での水害の状況についてお

伺いいたします。 

 １問目といたしまして、ことしに入って内

灘町で水害があったのかをお伺いします。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 ただいまの

ご質問の、ことしに入って水害があったのか

ということについてお答えします。 

 ことしに入って、床上、床下浸水をするよ

うな被害はございませんでした。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 それでは、２問目と

いたしまして、人家への被害は議会としても

聞いていませんが、道路が水につかり付近住

民が不安になっているところがあるのではな

いでしょうか、お答えをお願いします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 人家へは被

害はないが、道路が水につかり付近住民がと

いうご質問についてお答えします。 

 現在、町では向粟崎１丁目の漁業協同組合

内灘支所の沿岸部、それから向粟崎２丁目ア

カシア雤水幹線の流末周辺、そして鶴ケ丘１

丁目の埋立田側の３カ所の地区において、高

潮や大雤のとき道路冠水する箇所がございま

す。高潮等のときには注意深く監視を行い、

必要な場合には状況に応じて対策を講じてお

ります。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 注意深く監視を行っ

ているということですが、監視をしなくても

よいように早急な対応を望みますので、よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、第３問目の質問に移ります。 

 被害がないとおっしゃいますが、生活して

いる住民は大変不安であります。町では現在、

その３地区に対してどういう対応を行ってい

ますか、お答えください。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 ただいま申

しました３地区、いずれも道路や宅地の標高

で言いますと0.6メートルから0.8メートル程

度と低い土地でございます。大野川や大野川

に通じる都市排水路に面している場所で、い

ずれもそういった場所でございます。 

 大野川の平水位は標高0.6メートルという

状況でございます。県の水防計画では、大野

川の氾濫注意水位は0.8メートル、避難判断水

位は1.1メートルと示されております。そして

大野川水系河川整備計画では、計画高水位を

1.5メートルと定めております。 

 そういったことから、向粟崎１丁目の漁業

協同組合内灘支所の沿岸部につきましては、

平成23年度から25年度にかけて県港湾改良事

業としまして石川県が擁壁工事やかさ上げ工

事を行っているところであります。 

 また、向粟崎２丁目のアカシア雤水幹線流

末周辺地区につきましても、現在、矢板水路

のかさ上げを行い対策を講じているところで

ございます。 

 鶴ケ丘１丁目の埋立田側の地区につきまし

ては、時間雤量５ミリ程度の雤ではポンプ排

水で対応しております。それ以上の雤の場合

は、吐出ゲートをあけ自然流下で対応してい

る状況でございます。ただし、高潮などで水

位が高い場合は排水がスムーズに行われず、
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道路冠水するところがございます。その数軒

の方につきましては車の移動と、土のうの有

無を聞き対応をしているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 今年度、何回そうい

うことがあり、土のうを積んだのか、お答え

をお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今年度につ

きましては、７月６日、11月13日、11月14日

の３回に土のうを積んでおります。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 ３回ということです

が、大雤のときは、住んでいる住民は不安で

夜も眠れないのではないでしょうか。早急に

根本的な対応が必要ではないか。町ではどの

ように考えていらっしゃいますか、お答えを

お願いします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 汚水や雤水

などの公共下水道事業を進める場合には事業

認可計画書を作成し、国から事業認可をいた

だいて進めているところでございます。 

 今ほど言いましたこの鶴ケ丘排水区につき

ましても雤水の排水計画を作成し、事業認可

をいただいているところでございます。認可

計画書では、鶴ケ丘排水区全体の雤水排水を

処理する大規模なポンプ場を建設し、対策を

講ずる計画となっております。 

 現在、町では、大規模なポンプ場を建設す

るのではなく、鶴ケ丘排水区の見直しをし、

もう尐し小規模なポンプができないか、また

宅地の高さと整合をとりながら道路をかさ上

げできないかなど事業認可変更なども視野に

入れながら検討をしているところでございま

す。 

 いましばらく、関係機関と連携しながら、

気象情報を注視しながら住民の安心・安全が

図れるよう対応してまいりたいと思いますの

でご理解願いたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 毎月といいますか、

毎年毎月そういうようなことで住民たちが大

変不安になっているのでありまして、今から

また積雪の時節になったりいたしますので、

早急に対応のほうをお願いします。 

 また、町民の不安のないようによろしくお

願いいたしまして、質問を終わらせていただ

きます。 

 ありがとうございます。 

○議長【夷藤満君】 以上で一般質問を終了

いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【夷藤満君】 本日の日程は終了いた

しました。 

 お諮りいたします。明14日から19日までの

６日間は、議案調査及び議案委員会審査のた

め休会といたしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、明14日から19日までの６日間は休会

とすることに決定いたしました。 

 なお、来る20日は午後１時から本会議を開

き、各常任委員長の報告を求め、質疑、討論

並びに採決を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午後４時04分散会 


